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1

西
村
天
囚
『
欧
米
遊
覧
記
』
と
御
船
綱
手
「
欧
山
米
水
帖
」

　
　

─
明
治
四
十
三
年
「
世
界
一
周
会
」
の
真
実
─

湯
　
浅
　
邦
　
弘

は
じ
め
に

　

旅
の
思
い
出
は
写
真
で
、
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
カ
メ
ラ
が
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
普

及
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
絵
画
も
有
力
な
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

　

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）、
朝
日
新
聞
社
が
主
催
し
た
第
二
回
「
世
界
一
周
会
」
で
は
、
特
派

員
と
し
て
参
加
し
た
西
村
天
囚
が
現
地
か
ら
紀
行
文
を
逐
次
送
稿
し
、
帰
国
後
そ
れ
を
ま
と
め
て
『
欧

米
遊
覧
記
』
と
し
て
刊
行
し
た
。
一
方
、
こ
の
旅
に
参
加
し
た
日
本
画
家
の
御み

船ふ
ね

綱つ
な

手て

は
、
行
く
先
々

で
ス
ケ
ッ
チ
に
努
め
、
帰
国
後
、
そ
れ
を
基
に
七
十
二
枚
の
彩
色
画
を
描
き
上
げ
て
全
三
冊
の
画
帖
に

仕
立
て
た
。

　

天
囚
と
御
船
は
上
の
写
真
に
も
一
緒
に
写
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
年
五
月
七
日
、
米
国
の
ワ
シ
ン

ト
ン
元
大
統
領
旧
宅
前
で
撮
影
さ
れ
た
集
合
写
真
で
あ
る
。
中
列
の
中
央
向
か
っ
て
や
や
右
寄
り
（
後

列
の
ポ
ー
ラ
ー
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
る
人
の
前
）
の
ひ
と
き
わ
大
き
い
人
物
が
西
村
天
囚
、
そ
の
右

後
ろ
（
ハ
ッ
ト
の
人
の
向
か
っ
て
右
）
に
い
る
の
が
御
船
綱
手
で
あ
る
。
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筆
者
は
先
に
、
西
村
天
囚
『
欧
米
遊
覧
記
』
に
基
づ
い
て
、「
総
勢
五
十
七
名
、
百
四
日
間
」
と
い
う
大
旅
行
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
、
漢
学
者
西
村
天
囚

が
向
き
合
っ
た
欧
米
世
界
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
基
礎
的
な
考
察
を
行
っ
た（

１
）。

　

引
き
続
き
本
稿
で
は
、
天
囚
の
『
欧
米
遊
覧
記
』
を
御
船
綱
手
の
画
帖
と
付
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
一
周
会
の
実
態
に
迫
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

な
お
、
筆
者
は
中
国
古
代
思
想
史
、
漢
文
学
を
専
門
と
す
る
者
で
あ
り
、
絵
画
に
つ
い
て
は
全
く
の
素
人
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
御
船
綱
手
が
描
い
た
彩
色
画
に
つ

い
て
は
、
美
術
的
観
点
か
ら
の
言
及
は
一
切
避
け
、
あ
く
ま
で
『
欧
米
遊
覧
記
』
と
の
関
係
か
ら
若
干
の
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
世
界
一
周
会
と
御
船
綱
手

　

御
船
綱
手
の
経
歴
を
倉
敷
市
立
美
術
館
編
『
倉
敷
市
立
美
術
館
─
池
田
遙
邨
と
郷
土
作
家
─
』（
日
本
文
教
出
版
・
岡
山
文
庫
、
二
〇
一
一
年
）
に
依
拠
し
て

紹
介
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

御
船
綱
手
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）、
渡
邊
欣
兵
衛
の
長
男
と
し
て
岡
山
県
窪く
ぼ

屋や

郡ぐ
ん

倉
敷
村
（
現
在
の
倉
敷
市
）
に
生
ま
れ
た
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）

生
ま
れ
の
西
村
天
囚
よ
り
十
一
歳
年
下
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
後
、
岡
山
の
足
守
出
身
で
郵
船
会
社
に
勤
め
て
い
た
御
船
栄
三
郎
の
養
子
と
な
っ
た
。
十
四
歳
の
時
、
画
家
を
志
し
、
木
村
応
春
や
渡
辺
祥
益
に
学
ん
だ

後
に
上
京
し
て
川
端
玉
章
に
師
事
。
明
治
二
十
九
年
、
東
京
美
術
学
校
（
東
京
芸
大
の
前
身
）
に
編
入
し
て
か
ら
は
橋
本
雅
邦
の
指
導
を
受
け
、
卒
業
後
、
大
阪

に
移
住
し
た
。
世
界
一
周
会
参
加
当
時
は
大
阪
天
王
寺
在
住
で
あ
る
。

　
『
欧
米
遊
覧
記
』
に
よ
る
と
、
御
船
は
世
界
一
周
会
参
加
に
際
し
て
朝
日
新
聞
社
か
ら
「
画が

報ほ
う

嘱し
ょ
く

託た
く

」
の
任
を
受
け
、
こ
の
旅
に
十
数
冊
の
書
画
帖
を
持
ち
込

ん
で
い
た
。
横
浜
か
ら
ハ
ワ
イ
に
向
か
う
船
内
で
書し
ょ

画が

会か
い

が
自
然
発
生
し
た
と
い
う
。『
欧
米
遊
覧
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
筆
者
（
湯
浅
）
に

よ
る
現
代
語
訳
で
掲
げ
る
）。

太
平
洋
上
に
書
画
会
を
開
く
と
は
、
何
と
日
本
民
族
の
風
雅
さ
よ
。
画
人
御み

船ふ
ね

君
が
持
ち
込
ん
だ
十
数
冊
の
書
画
帖
は
、
会
員
に
強
要
さ
れ
て
、
世
界
一
周

記
念
の
題
名
を
求
め
ら
れ
る
者
が
多
く
、
十
一
日
の
喫
煙
室
は
風
流
な
書
画
会
と
な
っ
た
。
竹ち
く

冷れ
い

・
酔す
い

香こ
う

の
俳
句
、
大た
い

夢む

（
土
屋
元
作
）
の
題
字
、
告こ
く

天て
ん

子し
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（
岡
野
養
之
助
）
の
自
画
賛
な
ど
の
評
判
が
よ
か
っ
た
。
つ
い
に
西
洋
人
の
蟹か
い

字じ

（
横
文
字
）
さ
え
画
帖
中
に
綴つ
づ

ら
れ
、
清
人
の
哈は

・
劉り
ゅ
う諸
君
も
ま
た
名
を

題
し
た
の
は
、
誠
に
よ
い
記
念
。
他
日
こ
の
帖
を
展
覧
し
て
旅
を
回
想
す
れ
ば
、
そ
の
楽
し
み
は
ど
れ
ほ
ど
で
あ
ろ
う
か
。（『
欧
米
遊
覧
記
』
二
二
頁
）

　

天
囚
が
「
画
人
御
船
君
」
と
記
し
て
い
る
の
が
、
御
船
綱
手
で
あ
る
。
一
行
が
乗
船
し
て
い
た
の
は
東
洋
汽
船
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
航
路
に
就
航
し
た
ば
か

り
の
大
型
貨
客
船
「
地
洋
丸
」
一
万
四
千
ト
ン
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
画
会
で
俳
句
を
寄
せ
た
と
い
う
「
竹
冷
」
は
、
明
治
・
大
正
期
の
俳
人
・
政
治
家
。
本
名
は

角つ
の

田だ

真し
ん

平ぺ
い

（
竹
冷
は
号
）。
東
京
府
会
議
員
、
東
京
市
会
議
員
、
衆
議
院
議
員
を
歴
任
し
た
が
、
第
二
回
世
界
一
周
会
参
加
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
当
時
の
職
名

は
「
東
京
市
区
改
正
局
長
、
大
日
本
博
覧
会
理
事
官
」
で
あ
る
。
こ
の
一
周
会
の
委
員
長
を
務
め
て
い
た
。「
酔
香
」
は
、
地
洋
丸
に
同
乗
し
て
ア
メ
リ
カ
に
赴

く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
水み
ず

野の

幸こ
う

吉き
ち

（
酔
香
は
号
）
で
あ
る
。
日
本
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ポ
ト
マ
ッ
ク
に
桜
が
寄
贈
さ
れ
た
際
、
そ
の
仲
介
役
を
果
た
し
た
と

さ
れ
る
。「
大
夢
」「
告
天
子
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
土
屋
元
作
と
岡
野
養
之
助
の
号
で
、
二
人
は
天
囚
と
同
じ
く
朝
日
新
聞
の
特
派
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。
地
洋

丸
に
は
多
く
の
著
名
な
文
人
が
乗
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
風
流
な
書
画
会
が
自
然
発
生
し
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
記
名
し
た
清
人
の
「
哈
・
劉
諸
君
」
と
は
、
清
国
の
皇
族
濤と
う

貝ば
い

勒ろ
く

（
愛
新
覚
羅
溥
儀
の
叔
父
）
に
随
行
し
て
い
た
哈は

漢か
ん

章し
ょ
う

と
劉り
ゅ
う

恩お
ん

源げ
ん

。
濤
貝
勒
は
清

国
の
軍
事
考
察
団
と
し
て
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
向
か
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
哈
漢
章
（
一
八
七
九
~
一
九
五
三
）
は
日
本
留
学
の
経
験
が
あ
り
、
陸
軍
士
官
学

校
第
二
期
歩
兵
科
卒
で
あ
る
。
こ
の
考
察
団
に
参
加
し
、
明
治
天
皇
に
拝
謁
し
た
際
、
天
皇
か
ら
「
福
」「
壽
」
の
大
字
を
記
し
た
書
を
賜
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、

劉
恩
源
（
一
八
七
三
~
？
）
は
、
天
津
の
武ぶ

備び

学が
く

堂ど
う

を
卒
業
後
、
ド
イ
ツ
留
学
を
経
て
、
こ
の
軍
事
考
察
団
の
一
員
と
な
っ
て
い
た（

２
）。

　

こ
の
他
、『
欧
米
遊
覧
記
』
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
渡
る
バ
ル
チ
ッ
ク
号
の
船
内
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
た
際
、
優
勝
者
に
賞
品
と
し
て
御

船
自
筆
の
日
本
画
が
贈
呈
さ
れ
喝
采
を
浴
び
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
同
書
二
四
四
頁
）。
御
船
は
、
ス
ケ
ッ
チ
用
の
白
紙
の
画
帖
と
は
別
に
、
あ
ら
か
じ
め

自
筆
の
日
本
画
を
準
備
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
な
ぜ
、
そ
も
そ
も
御
船
は
こ
の
旅
行
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
世
界
一
周
会
の
六
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
三
島
聰

惠
編
『
続
浪な
に
わ華
摘て
き

英え
い

』（
一
九
一
六
年
）
は
、「
御
船
綱
手
先
生
」
の
項
目
を
立
て
、「
泰
西
美
術
研
究
の
目
的
を
抱
き
彼
の
地
に
赴
こ
う
と
し
た
が
、
洋
行
費
数

千
円
を
要
す
る
た
め
、
一
大
画
会
を
企く
わ
だて
た
と
こ
ろ
、
在
阪
の
名
士
が
大
い
に
そ
の
挙
に
賛
同
し
、
旅
費
が
調
っ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。
御
船
自
身
の
研
究
心

が
背
中
を
押
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
旅
費
も
、
画
会
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
身
で
調
達
し
た
の
で
あ
る
。
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た
だ
、
も
う
一
つ
、
朝
日
新
聞
社
側
か
ら
参
加
を
促
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

東
京
か
ら
大
阪
に
移
り
住
ん
だ
御
船
は
、
す
で
に
著
名
な
画
家
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
御
船
二
十
六
歳
の
時
に
当
た
る
明
治
三
十
五
年
（
一
九

〇
二
）
二
月
、
そ
の
一
ヶ
月
前
に
調
印
さ
れ
た
日
英
同
盟
の
祝
賀
会
が
大
阪
中
之
島
公
園
で
挙
行
さ
れ
た
。
同
年
二
月
二
十
六
日
付
け
朝
日
新
聞
に
よ
る
と
、
こ

の
祝
賀
会
に
御
船
も
招
待
さ
れ
、
揮き

毫ご
う

席
に
お
い
て
健
筆
を
揮ふ
る

っ
た
と
い
う
。
若
く
し
て
大
阪
で
は
す
で
に
著
名
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
明
治
四
十
年
（
一

九
〇
七
）、
朝
日
新
聞
社
と
御
船
綱
手
と
を
強
く
結
び
つ
け
た
と
思
わ
れ
る
大
き
な
出
来
事
が
生
じ
た
。
世
界
一
周
会
参
加
の
三
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　

当
時
、
日
本
画
壇
に
大
き
な
変
革
が
起
こ
り
つ
つ
あ
っ
た
。
明
治
四
十
年
八
月
、
文
部
省
の
美
術
展
覧
会
の
審
査
委
員
人
選
を
め
ぐ
り
、
大
き
な
対
立
が
生
じ

た
。
同
年
秋
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
文
部
省
の
美
術
展
覧
会
に
反
対
を
表
明
す
る
日
本
美
術
協
会
、
日
本
画
会
、
日
本
南
宗
画
会
、
南
画
会
、
日
月
会
な
ど

の
諸
派
が
「
正せ
い

派は

同
志
会
」
を
結
成
し
、
所
属
会
員
百
余
名
は
出
品
を
見
合
わ
せ
、
同
時
期
に
開
催
さ
れ
る
美
術
協
会
展
覧
会
に
出
品
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ

る
。
同
年
八
月
十
七
日
付
け
朝
日
新
聞
は
、
そ
れ
を
「
文
部
省
に
対
抗
す
る
一
大
同
盟
」
と
し
て
記
事
に
し
た
。

　

そ
し
て
、
同
年
十
月
二
十
五
日
、
文
部
省
の
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
こ
に
は
、
下し
も

村む
ら

観か
ん

山ざ
ん

、
竹た
け

内う
ち

栖せ
い

鳳ほ
う

、
横よ
こ

山や
ま

大た
い

観か
ん

ら
の
大
作
も
出
品
さ
れ
て
好
評
を

博
し
た
。
朝
日
新
聞
は
、
こ
の
文
部
省
の
美
術
展
覧
会
と
正
派
同
志
会
連
の
美
術
協
会
の
展
覧
会
と
を
同
時
に
取
り
あ
げ
て
、
同
年
十
一
月
三
日
よ
り
、
滝た
き

節せ
つ

庵あ
ん

の
美
術
評
論
を
連
載
し
た
。
滝
節
庵
、
本
名
は
精
一
（
一
八
七
三
~
一
九
四
五
）。
号
は
節
庵
、
拙
庵
。
日
本
画
家
滝
和か

亭て
い

の
長
男
で
あ
る
。
東
京
帝
国
大
学
哲

学
科
卒
。
美
術
史
学
者
で
東
京
帝
国
大
学
教
授
。
東
洋
日
本
美
術
史
学
を
講
じ
、
美
術
雑
誌
『
国
華
』
の
主
幹
を
務
め
た
。『
国
華
』
は
明
治
二
十
二
年
に
岡
倉

天
心
と
高
橋
健
三
が
中
心
と
な
っ
て
創
刊
し
た
が
、
節
庵
は
そ
の
高
橋
の
甥
に
あ
た
る
。

　

節
庵
の
総
評
は
、「
公
平
に
見
れ
ば
誰
し
も
文
部
省
の
展
覧
会
は
美
術
協
会
の
そ
れ
に
勝ま
さ

っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
で
あ
ろ
う
」、「
美
術
協
会
の
展
覧
会
は
慥た
し

か
に
文
部
省
の
展
覧
会
に
敗
北
し
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
全
体
を
俯
瞰
し
た
批
評
で
あ
り
、
さ
ら
に
細
部
を
比
較
す
れ
ば
、
文
部
省
の

方
に
も
忌い

む
べ
き
欠
点
が
あ
り
、
ま
た
美
術
協
会
の
方
に
も
取
る
べ
き
長
所
も
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
具
体
的
に
賞
賛
さ
れ
て
い
る
の
が
、
御
船
綱
手
な
の
で
あ

る
。
批
評
の
第
六
回
（
明
治
四
十
年
十
一
月
九
日
付
け
）
に
こ
う
あ
る
。

一
体
こ
の
た
び
大
阪
の
画
家
は
、
過
半
文
部
省
に
反
対
し
て
美
術
協
会
に
出
品
し
た
る
も
の
の
よ
う
で
、
平
井
直
水
、
御
船
綱
手
、
深
田
直
城
、
大
塚
春
嶺
、

小
山
雲
泉
、
鎌
田
梅
石
氏
ら
を
は
じ
め
錚そ
う

々そ
う

た
る
人
々
が
大
分
に
奮
っ
て
出
品
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
見
る
べ
き
は
、
御
船
綱
手
氏
の
「
南
紀
濟
渓
」
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の
図
で
あ
る
。

　

こ
の
事
件
を
通
し
て
、
御
船
綱
手
は
、
反
骨
の
画
家
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
存
在
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
明
治
四
十
一
年
の
第
一
回
世
界
一
周
会
で

は
、
旅
行
中
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
が
、
後
に
石
川
周
行
『
世
界
一
周
画
報
』（
博
文
館
、
一
九
〇
八
年
九
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
御
船
が
参
加
し
た
第
二
回
は
訪

問
先
が
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
う
し
た
写
真
集
の
刊
行
は
当
初
か
ら
予
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
彩
色
画
に
よ
っ
て
名
所
旧
跡

を
描
く
と
い
う
趣
向
が
発
案
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
適
任
者
と
考
え
ら
れ
た
の
が
、
他
で
も
な
い
御
船
綱
手
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
世
界
一
周
会
の
旅
程

　

御
船
が
参
加
し
た
第
二
回
世
界
一
周
会
の
旅
程
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
旅
程
は
当
初
、
全
八
十
五
日
と
し
て
新
聞
発
表
さ
れ
た
が
、
会
員
確
定
後
、
会
員
た
ち

の
強
い
要
望
も
あ
っ
て
百
四
日
に
延
長
さ
れ
た
。
そ
れ
が
明
治
四
十
三
年
三
月
十
日
付
け
朝
日
新
聞
に
最
終
確
定
版
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
以
下
に
掲
げ
る
の
は
、

実
際
の
旅
程
で
あ
り
、
最
終
確
定
版
と
は
若
干
の
異
同
は
あ
る
が
、
大
き
な
変
更
は
な
い
。
な
お
、
滞
在
地
の
末
尾
に
つ
け
た
01
~
72
の
数
字
は
、
次
章
で
検
討

す
る
御
船
綱
手
の
彩
色
画
全
七
十
二
枚
の
通
し
番
号
で
あ
る
。
符
号
の
意
味
に
つ
い
て
は
次
章
で
解
説
す
る
。

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
四
月
六
日　

東
洋
汽
船
の
地
洋
丸
で
横
浜
発

四
月
十
五
日　

ハ
ワ
イ
着　
　
【
01
】
~
【
04
】

四
月
十
六
日
午
後
四
時
、
ハ
ワ
イ
発

四
月
二
十
二
日　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
着

四
月
二
十
三
日　

同
地
滞
在　
　
【
05
】

四
月
二
十
四
日　

同
地
出
発

　

こ
の
間
、
大
陸
横
断
鉄
道　
　
（
06
）
~
（
10
）【
17
】
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四
月
二
十
七
日　

シ
カ
ゴ
着

四
月
二
十
八
、
二
十
九
日　

同
地
滞
在　
　
【
16
】【
18
】

五
月
一
日　

ナ
イ
ア
ガ
ラ
着　
　
【
11
】
~
【
15
】

五
月
二
日　

ボ
ス
ト
ン
着

五
月
三
、
四
日　

同
地
滞
在

五
月
五
日　

同
地
出
発
汽
船
中
で
一
泊

五
月
六
日　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
通
過
ワ
シ
ン
ト
ン
着　
　
【
19
】

五
月
七
、
八
日　

ワ
シ
ン
ト
ン
滞
在

五
月
九
日　

ワ
シ
ン
ト
ン
発
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
着

五
月
十
~
十
三
日
の
四
日
間　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在　
　
【
20
】

五
月
十
四
日　

バ
ル
チ
ッ
ク
号
に
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
発

五
月
二
十
一
日　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
着　
　
【
28
】

五
月
二
十
二
日　

リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
着
、
直
ち
に
出
発
ロ
ン
ド
ン
着

五
月
二
十
二
~
六
月
三
日
ま
で
十
三
日
間　

ロ
ン
ド
ン
滞
在　
　
【
21
】
~
【
27
】

六
月
四
日　

ロ
ン
ド
ン
発
パ
リ
着

六
月
五
~
八
日
の
四
日
間　

パ
リ
滞
在　
　
【
29
】
~
【
32
】

六
月
九
日　

パ
リ
出
発

六
月
十
日　

イ
タ
リ
ア
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
着　
　
【
33
】

六
月
十
一
日　

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
発
ロ
ー
マ
着　
　

六
月
十
二
~
十
四
の
三
日
間　

ロ
ー
マ
滞
在　
　
【
34
】
~
【
36
】

六
月
十
五
日　

ロ
ー
マ
発
ナ
ポ
リ
着　
　
（
42
）
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六
月
十
六
日　

ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
火
山
、
ボ
ン
ペ
イ
見
物　
　
【
46
】

六
月
十
七
日　

ナ
ポ
リ
発
ロ
ー
マ
帰
着

六
月
十
八
日　

ロ
ー
マ
発
ヴ
ェ
ニ
ス
着

六
月
十
九
日　

ヴ
ェ
ニ
ス
滞
在　
　
【
38
】
~
【
41
】

六
月
二
十
日　

ヴ
ェ
ニ
ス
発
ミ
ラ
ノ
着

六
月
二
十
一
日　

ミ
ラ
ノ
発
ル
ツ
ェ
ル
ン
着　
　
【
37
】【
43
】【
44
】【
47
】（
49
）（
51
）（
53
）（
55
）
~
（
58
）

六
月
二
十
一
~
二
十
三
日　

ル
ツ
ェ
ル
ン
滞
在　
　
【
50
】【
52
】【
54
】

六
月
二
十
三
日　

ル
ツ
ェ
ル
ン
発
マ
イ
ン
ツ
着　
　
【
59
】（
60
）

六
月
二
十
四
日　

マ
イ
ン
ツ
よ
り
ラ
イ
ン
川
下
り　
　

六
月
二
十
五
日　

ケ
ル
ン
着

六
月
二
十
六
日　

ケ
ル
ン
発
ベ
ル
リ
ン
着　
　
【
64
】【
63
】

六
月
二
十
七
~
三
十
日　

ベ
ル
リ
ン
滞
在　
　
【
61
】【
62
】（
65
）
~
（
68
）

七
月
一
日　

ベ
ル
リ
ン
発

七
月
二
日　

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
着

七
月
三
日　

同
地
滞
在　
　
【
69
】

七
月
四
日　

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
発

七
月
五
日　

モ
ス
ク
ワ
着

七
月
六
日　

モ
ス
ク
ワ
発
シ
ベ
リ
ア
横
断
鉄
道
乗
車　
　
【
70
】【
71
】（
72
）

七
月
十
五
日　

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
着

七
月
十
六
日　

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
着

七
月
十
七
日　

大
阪
商
船
鳳
山
丸
に
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
発
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七
月
十
八
日　

敦
賀
に
帰
着

　

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
旅
程
と
御
船
綱
手
の
絵
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

三
、「
欧
山
米
水
帖
」
全
七
十
二
枚
の
概
要

　

御
船
が
描
い
た
七
十
二
枚
の
絵
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
御
船
は
、
全
三
冊
の
画
帖
を
収
め
た
桐
箱
に
、「
世
界
周
遊
実
寫　

歐
山
米
水　

大
正
癸
丑
夏　

綱
手
」
と
自
筆
し
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
倉
敷
市
立
美
術
館
で
は
、
こ
の
作
品
を
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
成
立
、
名
称
を
「
世
界
周
遊
実

写　

欧
山
米
水
帖
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
絵
の
成
立
と
名
称
に
つ
い
て
は
後
の
章
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
以
下
で
は
便
宜
上
、
こ
の
作
品
を
「
欧お
う

山ざ
ん

米べ
い

水す
い

帖じ
ょ
う」
と
仮
称
し
て
論
述
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
、
各
絵
に
は
01
~
72
の
通
し
番
号
を
付
け
る
が
、
こ
の
番
号
は
、「
欧
山
米
水
帖
」
全
点
の
モ
ノ
ク

ロ
画
像
を
掲
載
す
る
倉
敷
市
立
美
術
館
編
『
倉
敷
市
立
美
術
館
所
蔵
品
目
録
』（
倉
敷
市
立
美
術
館
、
一
九
九
四
年
）
も
同
様
に
付
け
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
絵

に
は
、
御
船
綱
手
自
身
が
画
題
を
記
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
も
そ
の
名
称
に
従
い
、
27
頁
以
降
に
画
帖
見
開
き
の
状
態
で
全
枚
を
掲
載
す
る
。

　

全
体
の
概
要
を
総
括
し
て
先
に
言
え
ば
、
こ
の
七
十
二
枚
の
絵
は
、
第
二
回
世
界
一
周
会
の
旅
程
に
ほ
ぼ
沿
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
前
章
に
記
入
し
た
番
号

が
、
ほ
ぼ
旅
程
順
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
以
下
、
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。

　

明
治
四
十
三
年
四
月
六
日
に
横
浜
港
を
出
航
し
た
世
界
一
周
会
は
、
日
付
変
更
線
を
越
え
た
後
、
四
月
十
五
日
に
、
布
哇
（
ハ
ワ
イ
）
の
ホ
ノ
ル
ル
に
到
着
し

た
。
御
船
綱
手
「
欧
山
米
水
帖
」
は
、
こ
の
ハ
ワ
イ
か
ら
始
ま
る
。
こ
こ
で
は
、
01
「
布
哇
土
人
家
屋
」、
02
「
布
哇
ホ
ノ
ル
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
」、
03
「
布

哇
ホ
ノ
ル
ル
水
田
」、
04
「
布
哇
ホ
ノ
ル
ル
パ
リ
」
の
四
枚
の
絵
を
掲
げ
て
い
る
。

　
「
土
人
家
屋
」
は
藁
葺
き
屋
根
の
民
家
と
サ
ボ
テ
ン
の
よ
う
な
大
き
な
植
物
。
荷
を
背
負
っ
た
農
夫
が
一
人
描
か
れ
て
い
る
。
天
囚
が
『
欧
米
遊
覧
記
』
で
、

ハ
ワ
イ
に
は
見
慣
れ
ぬ
植
物
が
多
い
と
言
っ
て
い
た
通
り
で
あ
る
。「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
」
に
は
湾
内
に
浮
か
ぶ
三
艘
の
小
船
が
見
え
る
。
い
ず
れ
も
赤
い

帆
を
上
げ
て
い
る
。「
水
田
」
は
牛
を
使
っ
て
田
を
耕
す
農
夫
が
描
か
れ
る
。「
パ
リ
」
と
は
、
ワ
イ
キ
キ
郊
外
の
古
戦
場
で
、
一
七
九
五
年
、
カ
メ
ハ
メ
ハ
一
世

が
統
一
戦
争
に
勝
利
し
た
高
台
。
パ
リ
は
ハ
ワ
イ
語
の
「
崖
」
の
意
味
で
、
御
船
綱
手
の
絵
に
は
、
峻
嶮
な
山
と
そ
の
手
前
に
展
望
台
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
。
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ワ
イ
キ
キ
市
内
か
ら
パ
リ
ま
で
は
二
十
キ
ロ
以
上
あ
る
が
、
一
行
は
自
動
車
に
分
乗
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。『
欧
米
遊
覧
記
』
で
は
「
自
働
車
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

　

ハ
ワ
イ
を
出
航
し
て
再
び
太
平
洋
を
航
行
し
、
四
月
二
十
二
日
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
桑
港
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
に
到
着
し
た
。「
欧
山
米
水
帖
」
に
は
、

05
「
桑
港
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
」
が
あ
り
、
湾
内
に
小
さ
な
帆
船
が
浮
か
ん
で
い
る
の
ど
か
な
光
景
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
一
行
は
、
大
陸
横
断
鉄
道
で
シ
カ
ゴ
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
に
向
か
う
。「
欧
山
米
水
帖
」
は
、
シ
カ
ゴ
ま
で
の
大
陸
横
断
鉄
道
に
お
い
て
、
06
・
07
「
北

米
ヨ
セ
ミ
テ
渓
」
を
二
枚
と
08
「
北
米
ヨ
セ
ミ
テ
渓
谷
・
瀑
布
」
を
描
い
て
い
る
。
た
だ
し
、『
欧
米
遊
覧
記
』
で
は
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
を
出
発
し
た
列
車
が
シ

エ
ラ
ネ
バ
ダ
山
脈
に
入
っ
て
、
タ
ホ
ー
湖
の
北
側
を
通
り
、
亜
米
利
加
川
（
ノ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ク
・
ア
メ
リ
カ
ン
川
）
の
急
流
を
見
た
後
に
ブ
ル
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン

駅
に
至
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
セ
ミ
テ
渓
谷
は
、
こ
の
路
線
か
ら
は
か
な
り
南
で
あ
り
、
車
窓
か
ら
は
見
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

同
様
に
、「
欧
山
米
水
帖
」
に
は
09
「
米
国
コ
ロ
ラ
ド
渓
谷
」
も
あ
る
が
、大
陸
横
断
鉄
道
は
、ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
を
出
発
し
て
グ
リ
ー
ン
リ
バ
ー
に
至
り
、

コ
ロ
ラ
ド
川
を
渡
っ
て
は
い
る
が
、
コ
ロ
ラ
ド
の
渓
谷
と
聞
い
て
連
想
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
は
は
る
か
南
方
で
、
こ
の
鉄
道
路
線
か
ら
は

外
れ
て
い
る
。
ま
た
、
10
「
北
米
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
河
」
も
、
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
に
発
す
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
川
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
を
流
れ
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
支
流
の
ウ
ィ
ラ
メ
ッ
ト
川
と
合
流
し
て
オ
レ
ゴ
ン
州
の
太
平
洋
側
に
流
れ

出
る
の
で
、
大
陸
横
断
鉄
道
の
沿
線
で
は
な
い
。
こ
の
あ
た
り
が
御
船
綱
手
の
「
実
写
」
な
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、『
欧
米
遊
覧
記
』
か
ら
は
判
断
が
つ
か

な
い
。

　

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
は
世
界
一
周
会
の
一
つ
の
目
玉
で
あ
っ
た
。
御
船
綱
手
も
ナ
イ
ア
ガ
ラ
に
は
ひ
と
き
わ
感
動
し
た
ら
し
く
、「
欧
山
米
水
帖
」全
七
十
二
枚
中
、

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
絵
を
四
枚
も
描
い
て
い
る
。
12
「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
」、
13
「
北
米
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
瀑
布
」、
14
「
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
」、
15
「
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
瀑
布
」
で
あ
る
。

そ
の
直
前
の
11
「
カ
ナ
ダ
山
間
」
も
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
瀑
布
見
学
の
際
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
こ
の
後
に
続
く
三
枚
の
絵
、
16
「
米
国
シ
カ
ゴ
公
園
」、
17
「
ネ
バ
ダ
山
中
」、
18
「
米
国
シ
カ
ゴ
ミ
シ
ガ
ン
湖
畔
」
は
、
世
界
一
周
会
の
時
系
列
か

ら
言
え
ば
、
む
し
ろ
逆
転
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
御
船
綱
手
「
欧
山
米
水
帖
」
は
、
基
本
的
に
は
世
界
一
周
会
の
旅
程
に
沿
っ
て
絵
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
部

分
的
に
こ
の
よ
う
な
逆
転
現
象
が
見
ら
れ
る
。
何
せ
七
十
二
枚
も
の
大
量
の
絵
で
あ
る
。「
画
帖
」に
仕
立
て
る
際
に
何
ら
か
の
混
乱
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ナ
イ
ア
ガ
ラ
見
物
を
終
え
て
、
一
行
は
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
の
諸
都
市
を
め
ぐ
る
。「
欧
山
米
水
帖
」
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
つ
い
て
は
一
枚
、
19
「
華
盛
頓
府
国
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会
議
事
堂
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
斜
め
右
側
か
ら
の
ア
ン
グ
ル
で
あ
る
。『
欧
米
遊
覧
記
』
に
よ
れ
ば
、
一
行
が
国
会
議
事
堂
を
訪
問
し
た
の
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン

に
到
着
し
た
日
、
す
な
わ
ち
五
月
六
日
の
午
後
で
あ
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
つ
い
て
も
一
枚
、
20
「
米
国
紐
育
セ
ン
ト
パ
ト
リ
ッ
ク
寺
院
」
を
描
い
て
い
る
。『
欧
米
遊
覧
記
』
に
は
、
残
念
な
が
ら
セ
ン
ト
・
パ
ト
リ
ッ

ク
大
聖
堂
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
大
聖
堂
は
、
一
行
が
市
内
見
物
で
巡
っ
た
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
区
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
セ
ン
タ
ー
の
近
く

に
あ
る
の
で
、
御
船
が
実
見
し
た
の
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
大
陸
横
断
鉄
道
沿
い
に
は
多
く
の
絵
を
残
し
た
御
船
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
の
諸
都
市
に
つ
い
て
は
、
滞
在
期
間
が
充
分
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ワ
シ
ン
ト
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
各
一
枚
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
一
行
は
大
西
洋
を
渡
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
向
か
っ
た
。「
欧
山
米
水
帖
」
に
は
、
28
「
愛
蘭
土
ケ
リ
ー
ア
ッ
パ
ー
湖
」
が
あ
る
。
た
だ
し
そ

れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
絵
七
枚
の
後
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
大
西
洋
を
バ
ル
チ
ッ
ク
号
で
航
行
し
た
一
行
は
、
愛
蘭
土
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
を
経
て
イ
ギ
リ
ス
に
到

着
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
時
系
列
で
並
べ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
絵
は
本
来
イ
ギ
リ
ス
の
前
に
あ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
は
七
枚
も
の
絵
を
掲
げ
て
い
る
。
21
「
英
国
倫
敦
塔
橋
」、22
「
英
国
国
会
議
事
堂
」、23
「
英
京
テ
イ
ム
ス
河
上
流
」、24
「
英
国
テ
ー

ム
ス
河
畔
グ
レ
ー
ト
マ
ロ
ー
旧
市
」、
25
「
英
国
ウ
ィ
ン
ゾ
ル
宮
殿
」、
26
「
英
国
デ
ル
ウ
ェ
ン
ト
湖
」、
27
「
英
蘭
オ
ツ
ク
ス
フ
ォ
ー
ル
ド
近
傍
」
で
あ
る
。
滞

在
期
間
が
長
か
っ
た
の
で
当
然
と
も
言
え
よ
う
が
、
市
内
・
郊
外
に
、
歴
史
的
建
造
物
あ
り
、
風
光
明
媚
な
景
観
あ
り
で
、
ス
ケ
ッ
チ
が
進
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
内
、『
欧
米
遊
覧
記
』
と
の
対
照
に
よ
っ
て
、
ス
ケ
ッ
チ
の
日
を
ほ
ぼ
特
定
で
き
る
の
は
、
五
月
二
十
五
日
の
ロ
ン
ド
ン
塔
橋
、
五
月
二
十
八
日
の
国
会
議

事
堂
、
翌
二
十
九
日
の
テ
ム
ズ
川
上
流
、
六
月
二
日
の
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
な
ど
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
も
御
船
綱
手
を
刺
激
し
た
よ
う
で
、「
欧
山
米
水
帖
」
に
は
四
枚
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
29
「
佛
国
巴
里
市
シ
ョ
ー
モ
ン
公
園
」、
30
「
巴
里
ブ
ー

ロ
ン
公
園
」、
31
「
巴
里
郊
外
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
ム
宮
殿
」、
32
「
巴
里
市
ボ
ア
ド
ブ
ー
ロ
ン
公
園
」
で
あ
る
。
こ
の
内
、『
欧
米
遊
覧
記
』
と
の
照
合
に
よ
り
ス
ケ
ッ

チ
の
日
を
ほ
ぼ
特
定
で
き
る
の
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
が
滞
在
初
日
の
六
月
五
日
、
シ
ョ
ー
モ
ン
公
園
が
滞
在
二
日
目
の
六
月
六
日
で
あ
る
。
ま
た
、
ヴ
ェ
ル

サ
イ
ユ
宮
殿
の
絵
は
世
界
一
周
会
が
見
物
し
た
噴
水
の
様
子
で
あ
る
。
坂
の
上
の
宮
殿
を
背
景
に
勢
い
よ
く
水
が
吹
き
上
が
っ
て
い
る
。

　

イ
タ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
国
境
、
イ
タ
リ
ア
・
ス
イ
ス
国
境
を
含
め
て
十
六
枚
も
の
絵
を
掲
載
し
て
い
る
。
現
在
で
も
、
最
多
の
世
界

遺
産
を
誇
る
国
で
あ
る
か
ら
当
然
で
は
あ
ろ
う
が
、
古
代
の
史
跡
、
芸
術
的
な
建
造
物
、
自
然
景
観
な
ど
、
い
ず
れ
も
御
船
綱
手
の
心
に
響
き
、
筆
を
動
か
し
た
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の
で
あ
る
。

　

画
帖
の
順
番
に
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
る
と
、
33
「
仏
伊
国
境
所
見
」、
34
「
伊
太
利
ロ
ー
マ
コ
ロ
シ
ア
ム
廃
址
」、
35
「
伊
太
利
ロ
ー
マ
パ
ラ
チ
ノ
ー
丘
廃
址
」、

36
「
伊
太
利
羅
馬
近
郊
」、
37
「
伊
太
利
ル
ガ
ノ
湖
」、
38
~
40
「
伊
太
利
ヴ
ェ
ニ
ス
」、
41
「
ベ
ニ
ス
魚
河
岸
」、
42
「
伊
太
利
カ
プ
リ
島
」、
43
「
伊
太
利
ル
ガ

ノ
湖
」、
44
「
伊
太
利
マ
ヂ
オ
レ
ー
湖
」、
45
「
伊
太
利
カ
プ
リ
青
洞
穴
」、
46
「
伊
太
利
ナ
ポ
リ
ヴ
エ
ス
ヴ
ィ
ヨ
火
山
」、
47
「
伊
太
利
コ
モ
湖
」、
48
「
伊
太
利

チ
ボ
リ
瀑
布
」
と
な
る
。

　
『
欧
米
遊
覧
記
』
と
照
合
し
て
み
る
と
、「
仏
伊
国
境
所
見
」
は
六
月
十
日
、「
パ
ラ
チ
ノ
ー
丘
廃
址
」
と
「
コ
ロ
シ
ア
ム
」
は
六
月
十
二
日
、「
羅
馬
近
郊
」
は

お
そ
ら
く
同
日
か
翌
十
三
日
。
意
外
に
も
十
三
日
に
訪
問
し
た
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
や
バ
チ
カ
ン
宮
殿
、
ト
レ
ビ
の
噴
水
（
泉
）、
パ
ン
テ
オ
ン
、
ジ
ャ
ニ

コ
ロ
の
丘
な
ど
は
画
帖
に
見
当
た
ら
な
い
。

　
「
カ
プ
リ
島
」
は
、
六
月
十
五
日
に
到
着
し
た
ナ
ポ
リ
か
ら
見
え
る
島
。
テ
ィ
レ
ニ
ア
海
に
浮
か
ぶ
風
光
明
媚
な
島
で
、「
カ
プ
リ
青
洞
穴
」
と
は
、
そ
の
島
に

あ
る
海
食
洞
窟
（
青
の
洞
窟
）
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
欧
米
遊
覧
記
』
で
は
、
一
行
が
こ
の
島
に
渡
っ
た
と
い
う
記
述
は
な
い
。

　
「
ヴ
エ
ス
ヴ
ィ
ヨ
火
山
」（
ベ
ス
ビ
オ
ス
火
山
）
は
、
手
前
の
海
上
に
帆
船
が
浮
か
び
、
後
方
の
山
に
か
す
か
に
噴
煙
が
上
が
っ
て
い
る
。
一
行
が
ア
プ
ト
式
鉄

道
で
こ
の
山
に
登
っ
た
の
は
六
月
十
六
日
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ニ
ス
関
係
の
四
枚
は
六
月
十
九
日
と
二
十
日
の
ス
ケ
ッ
チ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
行
が
乗
船
し

た
と
い
う
ゴ
ン
ド
ラ
船
も
描
か
れ
て
い
る
。「
ル
ガ
ノ
湖
」（
ル
ガ
ー
ノ
湖
）「
マ
ヂ
オ
レ
ー
湖
」（
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
湖
）「
コ
モ
湖
」
は
、
い
ず
れ
も
ミ
ラ
ノ
か
ら

ス
イ
ス
に
向
か
う
途
中
の
ア
ル
プ
ス
山
中
の
湖
で
、
こ
こ
を
通
過
し
た
の
は
、
六
月
二
十
一
日
で
あ
る
。
一
部
時
系
列
に
な
っ
て
い
な
い
絵
が
あ
り
、
ま
た
、
ル

ガ
ー
ノ
湖
が
37
と
43
に
別
れ
、
カ
プ
リ
島
が
42
と
45
に
別
れ
て
い
る
理
由
も
分
か
ら
な
い
。

　

次
の
ス
イ
ス
は
、世
界
一
周
会
員
五
十
七
名
が
確
定
し
た
後
、会
員
た
ち
の
強
い
要
望
で
旅
程
に
追
加
さ
れ
た
訪
問
地
で
あ
る
。
御
船
綱
手
「
欧
山
米
水
帖
」
も
、

ス
イ
ス
に
つ
い
て
は
十
二
枚
も
の
絵
を
掲
げ
て
い
る
。
49
「
瑞
西
マ
ッ
テ
ル
ホ
ル
ン
峯
」、
50
「
瑞
西
ル
セ
ル
ン
湖
ウ
イ
ル
ア
ム
テ
ル
祠
」、
51
「
瑞
西
ス
タ
ー
ブ

ア
ー
ム
瀑
布
」、
52
「
瑞
西
ル
セ
ル
ン
湖
畔
石
門
」、
53
「
瑞
西
ロ
ー
ム
ス
ダ
ル
ス
ホ
ー
ン
山
」、
54
「
瑞
西
フ
ル
ヱ
レ
ン
街
」、
55
「
瑞
西
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
峯
」、

56
「
瑞
西
ヤ
シ
瀧
」、
57
「
瑞
西
ウ
エ
ツ
テ
ル
ホ
ル
ン
峯
」、
58
「
瑞
西
ア
ル
プ
ス
残
雪
」、
59
「
瑞
西
ラ
イ
ン
急
湍
」、
60
「
瑞
西
ゼ
ネ
ー
ヴ
ァ
湖
シ
ヨ
ン
城
址
」。

い
ず
れ
も
自
然
景
観
や
古
城
な
ど
を
描
い
た
絵
で
あ
る
。

　

こ
の
内
、「
マ
ッ
テ
ル
ホ
ル
ン
」
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
か
ら
マ
ジ
ョ
レ
ー
湖
を
通
っ
て
北
の
ア
ル
プ
ス
に
向
か
う
際
、
一
行
の
左
手
に
そ
び
え
る
四
四
七
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八
メ
ー
ト
ル
の
高
峰
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
で
あ
る
が
、
マ
ジ
ョ
レ
ー
湖
付
近
か
ら
は
百
キ
ロ
く
ら
い
離
れ
て
い
る
。
は
た
し
て
遠
望
で
き
た
の
か
ど
う
か
、『
欧
米

遊
覧
記
』
の
記
述
に
は
そ
の
こ
と
が
見
え
な
い
。

　

次
の
「
ル
セ
ル
ン
湖
ウ
イ
ル
ア
ム
テ
ル
祠
」
と
は
、
ス
イ
ス
建
国
に
ゆ
か
り
の
あ
る
伝
説
上
の
英
雄
ウ
イ
リ
ア
ム
テ
ル
の
史
跡
で
あ
る
。
一
行
が
滞
在
し
た
ル

ツ
ェ
ル
ン
湖
の
南
端
に
位
置
す
る
ア
ル
ト
ド
ル
フ
か
ら
さ
ら
に
東
に
行
っ
た
ビ
ュ
ル
グ
レ
ン
と
い
う
小
さ
な
村
が
、
テ
ル
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
。

　

同
じ
く
、
ル
ツ
ェ
ル
ン
湖
の
南
端
湖
岸
に
あ
る
の
が
「
フ
ル
エ
レ
ン
街
」
と
記
さ
れ
る
フ
リ
ェ
レ
ン
。
御
船
綱
手
の
絵
は
、
湖
側
か
ら
望
む
街
と
そ
の
後
方
に

聳そ
び

え
る
山
を
描
く
。

　
「
ス
タ
ー
ブ
ア
ー
ム
瀑
布
」
は
シ
ュ
タ
ウ
プ
バ
ッ
ハ
滝
。
御
船
綱
手
の
滝
の
絵
は
、
ブ
リ
エ
ン
ツ
湖
か
ら
南
下
し
た
ラ
ウ
タ
ー
ブ
ル
ン
ネ
ン
鉄
道
駅
か
ら
見
上

げ
る
角
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
行
は
ミ
ラ
ノ
か
ら
ル
ツ
ェ
ル
ン
に
向
か
う
際
、
コ
モ
湖
、
ル
ガ
ー
ノ
湖
、
ビ
ヤ
ス
カ
を
経
て
ま
っ
す
ぐ
北
上
し
て
い
る
の
で
、

こ
こ
は
か
な
り
西
方
に
ず
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
南
方
に
そ
び
え
る
の
が
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
、
さ
ら
に
そ
の
西
の
ベ
ル
ン
・
ア
ル
プ
ス
の
高
峰
の
一

つ
が
ウ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
で
あ
る
か
ら
、「
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
峯
」
や
「
ウ
エ
ツ
テ
ル
ホ
ル
ン
峯
」
も
同
様
の
事
情
と
な
る
。

　

さ
ら
に
遠
方
に
あ
る
の
は
、「
ゼ
ネ
ー
ヴ
ァ
湖
シ
ヨ
ン
城
址
」。
こ
れ
は
、
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
国
境
に
ま
た
が
る
レ
マ
ン
湖
畔
に
あ
る
シ
ヨ
ン
城
の
こ
と
。
イ

ギ
リ
ス
の
詩
人
バ
イ
ロ
ン
の
詩
「
シ
ヨ
ン
の
囚
人
」「
シ
ヨ
ン
城
詩
」
の
舞
台
で
あ
る
。
な
お
、「
ゼ
ネ
ー
ヴ
ァ
」
と
は
、
レ
マ
ン
湖
の
英
語
読
み
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ

湖
に
基
づ
く
表
記
で
あ
ろ
う
。
世
界
一
周
会
の
行
程
か
ら
は
、は
る
か
に
西
方
と
な
る
の
で
、「
実
写
」
な
の
か
ど
う
か
『
欧
米
遊
覧
記
』
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。

　
「
ラ
イ
ン
急
湍
」
は
一
行
が
船
で
下
っ
た
ラ
イ
ン
川
。
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
の
ト
ー
マ
湖
に
源
を
発
し
、
ボ
ー
デ
ン
湖
か
ら
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
の
国
境
を
北
に

向
か
う
。「
瑞
西
」
の
「
急
湍
」
と
あ
る
の
で
、
ボ
ー
デ
ン
湖
か
ら
、
ド
イ
ツ
国
境
南
の
バ
ー
ゼ
ル
付
近
ま
で
の
間
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　

御
船
綱
手
「
欧
山
米
水
帖
」
は
、
マ
イ
ン
ツ
、
ケ
ル
ン
に
つ
い
て
は
絵
が
な
く
、
ベ
ル
リ
ン
に
つ
い
て
は
61
「
独
逸
伯
林
ビ
ク
ト
リ
ヤ
公
園
」、
62
「
独
逸
ポ

ツ
ダ
ム
離
宮
」
の
二
枚
、
お
よ
び
ラ
イ
ン
川
下
り
の
63
「
ラ
イ
ン
河
畔
ド
ラ
フ
エ
ン
フ
ェ
ル
ス
城
」、
64
「
独
逸
ラ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
城
」
の
二
枚
を
掲
げ
て
い
る
。

　

一
行
は
ス
イ
ス
か
ら
ド
イ
ツ
の
マ
イ
ン
ツ
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
ラ
イ
ン
川
を
下
っ
て
ケ
ル
ン
ま
で
行
っ
た
後
、
ベ
ル
リ
ン
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

四
枚
の
絵
は
、時
系
列
と
し
て
は
、む
し
ろ
逆
に
な
る
。
マ
イ
ン
ツ
を
出
発
し
て
、ラ
イ
ン
川
の
左
岸
に
見
え
て
く
る
の
が
「
ラ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
城
」（
ラ
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
城
）、
さ
ら
に
下
っ
た
右
岸
に
見
え
る
の
が
「
ド
ラ
フ
エ
ン
フ
ェ
ル
ス
城
」（
グ
ー
テ
ン
フ
ェ
ル
ス
城
）
で
あ
る
。
時
系
列
に
並
べ
る
な
ら
、
こ
の
二
枚
が

先
で
、
ベ
ル
リ
ン
、
ポ
ツ
ダ
ム
は
そ
の
後
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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な
お
、
世
界
一
周
会
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
ロ
シ
ア
へ
と
直
行
す
る
の
で
あ
る
が
、「
欧
山
米
水
帖
」
に
は
、
こ
の
後
、
オ
ラ
ン
ダ
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
絵
が
四
枚
入
っ

て
い
る
。
65
「
和
蘭
風
景
」、
66
「
和
蘭
田
舎
」、
67
「
那
威
北
岬
」、
68
「
那
威
峡
湾
」
と
題
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
は
た
し
て
御
船
の
「
実
写
」
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
欧
米
遊
覧
記
』
に
よ
れ
ば
、
ス
イ
ス
か
ら
ラ
イ
ン
川
を
下
っ
て
ケ
ル
ン
に
向
か
う
際
、
ケ
ル
ン
着
が
予
想
よ
り
早
か
っ
た
た
め
、
一
泊
分
を
切
り
上
げ
て
、

次
の
訪
問
先
ベ
ル
リ
ン
に
先
発
し
た
一
行
が
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
ベ
ル
リ
ン
滞
在
の
丸
四
日
の
間
に
「
自
由
行
動
日
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
同
年
一
月

に
朝
日
新
聞
に
発
表
さ
れ
た
募
集
要
項
に
も
、「
六
月
二
十
七
、
八
、
九
、
三
十
日
の
四
日
間
、
伯
林
滞
在
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
ポ
ツ
ダ
ム
等
見
物
の
余
裕
あ
り
」

と
記
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
先
発
し
た
一
団
、
お
よ
び
自
由
行
動
日
の
個
々
の
行
動
に
つ
い
て
は
『
欧
米
遊
覧
記
』
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
四
枚
が
「
実
写
」
だ
っ
た
と

す
れ
ば
、
御
船
は
こ
の
間
を
利
用
し
て
鉄
道
で
オ
ラ
ン
ダ
に
行
き
、
さ
ら
に
船
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
渡
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
ひ
と
ま
ず
推
測
さ
れ
る
。
世
界
一
周

会
の
本
隊
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
は
立
ち
寄
っ
て
い
な
い
が
、
御
船
は
別
行
動
を
取
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、「
欧
山
米
水
帖
」

は
、
御
船
綱
手
の
美
術
作
品
と
し
て
評
価
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
世
界
一
周
会
全
体
の
詳
細
な
動
向
に
つ
い
て
も
、
貴
重
な
証
言
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
の
章
で
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

ロ
シ
ア
に
つ
い
て
は
、
69
「
露
都
冬
宮
」
一
枚
を
掲
げ
て
い
る
。
対
岸
か
ら
見
た
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
冬
宮
の
遠
景
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
界
一
周

会
は
欧
米
諸
都
市
の
訪
問
を
終
え
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
極
東
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
向
か
う
。

　
「
欧
山
米
水
帖
」
は
、
こ
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
沿
線
に
つ
い
て
、
70
「
西
比
利
亜
バ
イ
カ
ル
湖
」、
71
「
西
比
利
亜
平
原
」、
72
「
西
比
利
亜
」
の
三
枚
を
掲
げ
、

こ
れ
で
全
三
冊
、
計
七
十
二
枚
の
画
帖
を
終
え
て
い
る
。「
バ
イ
カ
ル
湖
」
は
、
象
の
鼻
の
よ
う
に
岩
が
湖
岸
ま
で
垂
れ
下
が
っ
た
景
色
。「
西
比
利
亜
平
原
」
は

一
行
が
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
チ
タ
か
ら
オ
ロ
ビ
ャ
ン
ナ
ヤ
駅
あ
た
り
で
見
た
駱
駝
が
描
か
れ
て
い
る
。
駱
駝
五
頭
と
遠
く
に
小
さ
な
風
車
小
屋
。

　
『
欧
米
遊
覧
記
』
に
よ
れ
ば
、
一
行
が
バ
イ
カ
ル
湖
に
到
着
し
た
の
は
七
月
十
三
日
。
駱
駝
を
見
た
の
は
、
翌
十
四
日
の
夕
方
で
あ
る
。
御
船
綱
手
の
ス
ケ
ッ

チ
は
こ
の
頃
に
描
か
れ
た
と
推
定
で
き
る
。

　

最
後
の
「
西
比
利
亜
」
の
絵
は
、「
欧
山
米
水
帖
」
全
体
が
「
実
写
」
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
景
色
は
、
小
さ
な
川
の
左
岸
に
馬
が
一
頭
。
そ
の
向
こ
う
に
民
家
が
数
軒
と
、
針
葉
樹
の
よ
う
な
樹
木
が
描
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、

雪
が
積
も
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
行
が
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
乗
車
し
た
の
は
、
猛
暑
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
七
月
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
改
め
て
七
十
二
枚
の
絵
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
す
る
と
雪
景
色
の
絵
が
他
に
も
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
06
「
北
米
ヨ
セ

ミ
テ
渓
谷
」
は
、
後
方
の
高
い
山
の
み
な
ら
ず
、
手
前
の
樹
木
も
雪
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
09
「
北
米
コ
ロ
ラ
ド
峡
谷
」、
10
「
北
米
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
河
」
は
全
体
が

水
墨
画
の
よ
う
で
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
れ
も
遠
景
・
近
景
と
も
雪
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
遠
景
の
高
山
が
冠
雪
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
17

「
ネ
バ
ダ
山
中
」、
33
「
仏
伊
国
境
所
見
」、
43
「
伊
太
利
ル
ガ
ノ
湖
」、
47
「
伊
太
利
コ
モ
湖
」
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
49
「
瑞
西
マ
ッ
テ
ル
ホ
ル
ン
峯
」
か
ら
55
「
瑞

西
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
峯
」、
57
「
瑞
西
ウ
エ
ツ
テ
ル
ホ
ル
ン
峯
」
な
ど
の
ス
イ
ス
の
絵
に
も
冠
雪
し
た
山
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

58
「
瑞
西
ア
ル
プ
ス
残
雪
」
は
御
船
自
身
が
「
残
雪
」
と
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
い
る
の
で
当
然
で
は
あ
る
が
、
遠
景
の
山
は
冠
雪
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
手

前
の
雪
原
を
馬
に
引
か
せ
た
橇そ
り

で
進
む
人
も
描
か
れ
て
い
て
、こ
の
絵
の
全
体
が
雪
景
色
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
63
「
ラ
イ
ン
河
畔
ド
ラ
フ
エ
ン
フ
ェ
ル
ス
城
」

は
城
お
よ
び
そ
の
城
を
乗
せ
る
山
全
体
が
白
い
雪
に
覆
わ
れ
て
い
て
、手
前
の
樹
木
に
も
厚
い
雪
が
覆
っ
て
い
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
絵
と
さ
れ
る
67
「
那
威
北
岬
」

は
、
手
前
は
緑
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
後
方
の
山
々
に
は
白
い
雪
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
68
「
那
威
湾
峡
」
は
近
景
の
左
手
の
山
に
は
雪
は
見
え
ず
滝
も
流

れ
て
い
る
が
、
後
方
の
高
山
は
冠
雪
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
遠
景
の
高
山
が
冠
雪
し
て
い
る
絵
を
除
い
た
と
し
て
も
、
近
景
・
平
地
も
雪
に
覆
わ
れ
た
絵
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
世
界
一
周

会
は
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
欧
米
を
め
ぐ
っ
た
。
確
か
に
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
横
断
鉄
道
沿
い
の
山
々
や
ア
ル
プ
ス
山
脈
の
高
山
に
は
残
雪
・
万
年
雪
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
平
地
で
一
行
が
積
雪
を
見
た
と
い
う
記
述
は
な
い
。
御
船
綱
手
の
絵
の
色
も
、
全
体
的
に
は
水
の
「
青
」、
草
木
の
「
緑
」

が
基
調
と
な
っ
て
い
る
。
天
囚
も
、
こ
の
旅
が
成
功
し
た
第
一
の
要
因
と
し
て
、
旅
行
の
季
節
の
選
択
が
良
か
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
た
。
時
に
雷
雨
に
見
舞
わ

れ
た
り
、雨
に
よ
る
川
の
増
水
が
あ
っ
た
り
し
た
こ
と
は
『
欧
米
遊
覧
記
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、積
雪
に
関
す
る
情
報
は
見
ら
れ
な
い
。
色
を
「
青
」
や
「
緑
」

ば
か
り
に
す
る
と
全
体
が
単
調
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
あ
え
て
色
彩
の
異
な
る
季
節
の
絵
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
御
船
綱
手
の
七
十
二
枚
の
絵
は
、
ほ
ぼ
世
界
一
周
会
の
旅
程
に
沿
っ
て
、
現
地
の
風
景
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
一
部
、
旅
の
時
系
列
と
合
わ
な
い
も
の
、
一
行
が
実
際
に
訪
問
し
た
場
所
で
あ
る
か
ど
う
か
『
欧
米
遊
覧
記
』
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
前
章
に
掲
げ
た
絵
の
番
号
を
今
一
度
確
認
し
て
み
よ
う
。
番
号
に
附
し
た
符
号
の
意
味
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
【　

】
…
…
『
欧
米
遊
覧
記
』
と
の
対
照
に
よ
り
「
実
写
」
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
認
で
き
る
も
の
。
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（　

）
…
…
『
欧
米
遊
覧
記
』
か
ら
は
「
実
写
」
で
あ
る
か
判
断
で
き
な
い
も
の
。

　

傍
線
…
…
世
界
一
周
会
旅
程
の
時
系
列
か
ら
ず
れ
て
い
る
も
の
。

　

こ
の
番
号
と
符
号
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
七
十
二
枚
の
絵
は
、
一
部
時
系
列
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
も
と
も
と
一
枚
一
枚
個
別
に
描
い
た
も
の
を

画
帖
に
仕
立
て
る
際
に
何
ら
か
の
混
乱
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、（　

）
付
き
の
も
の
は
、『
欧
米
遊
覧
記
』
か
ら
は
「
実
写
」
で
あ
る
か
ど
う
か
確

認
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
除
く
と
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
横
断
鉄
道
沿
い
と
イ
タ
リ
ア
か
ら
ス
イ
ス
に
向
か
う
ア
ル
プ
ス
の
山
岳
鉄
道

沿
い
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
そ
こ
に
雪
景
色
の
絵
が
多
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
よ
う
。

　

御
船
綱
手
は
、
こ
れ
ら
の
絵
の
タ
イ
ト
ル
を
「
世
界
周
遊
実
写　

欧
山
米
水
」
と
自
ら
記
し
た
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て
が
「
実
写
」
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
中
に
は
、
御
船
の
心
象
風
景
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
、
他
の
季
節
に
置
き
換
え
て
彩
色
し
た
も
の
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。「
瑞
西
」
や
「
西
比
利
亜
」
な
ど
の
雪
景
色
は
、
そ
の
可
能
性
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

四
、
西
村
天
囚
の
「
題
簽
」
と
「
題
辞
」

　

そ
こ
で
、
こ
の
問
題
と
も
関
連
す
る
西
村
天
囚
の
題
簽
と
題
辞
を
検
討
す
る
。
天
囚
は
、
御
船
綱
手
か
ら
依
頼
を
受
け
、
こ
の
画
帖
三
冊
に
そ
れ
ぞ
れ
題
簽
を

書
き
、
ま
た
題
辞
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
御
船
は
な
ぜ
天
囚
に
題
簽
と
題
辞
を
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
天
囚
は
そ
れ
を
ど
う
受
け
止

め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

天
囚
は
大
阪
朝
日
の
社
員
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
阪
に
お
け
る
御
船
の
活
躍
は
世
界
一
周
会
の
前
か
ら
充
分
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
朝
日
新
聞
に
美
術

批
評
を
連
載
し
た
滝
拙
庵
は
『
国
華
』
の
主
幹
を
務
め
た
が
、
そ
の
刊
行
は
朝
日
新
聞
社
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
天
囚
の
郷
里
種
子
島
の
西
村
家
に
は
、
多
く

の
天
囚
関
係
資
料
が
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
は
、『
国
華
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
と
、
滝
が
天
囚
の
弟
の
時と
き

輔す
け

に
あ
て
た
書
簡
八
通
も
見
え
る
。

　

ま
た
当
時
、
天
囚
は
、
大
阪
の
文
人
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
「
浪
華
文
学
会
」
や
「
景
社
」
を
主
宰
し
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
は
大
阪
府
立
図
書
館
の

初
代
館
長
今
井
貫
一
ら
と
「
大
阪
人
文
会
」
を
組
織
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
漢
文
学
者
天
囚
の
名
は
あ
が
り
、
石
碑
の
撰
文
を
求
め
ら
れ
た
り
、
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図１　御船綱手「欧山米水帖」全三冊の外観

図２　「欧山米水帖」の西村天囚題辞
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漢
文
の
添
削
を
依
頼
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た（

３
）。
御
船
も
年
長
者
の
天
囚
を
慕
っ
て
漢
文
に
よ
る
題
辞
を
依
頼
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
世

界
一
周
会
百
四
日
間
の
旅
で
寝
食
を
と
も
に
し
た
と
い
う
の
が
直
接
的
な
動
機
で
あ
ろ
う
。
御
船
か
ら
の
依
頼
を
、
天
囚
が
快
諾
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　

御
船
綱
手
の
絵
に
、
天
囚
自
筆
の
漢
文
に
よ
る
題
辞
が
添
え
ら
れ
、
全
三
冊
に
よ
る
画
帖
（
各
冊
三
〇
・
〇
×
二
三
・
四
×
三
・
五
㎝
）
が
完
成
し
た
の
で
あ

る
。
天
囚
は
、
自
ら
三
冊
の
画
帖
そ
れ
ぞ
れ
に
「
欧
山
米
水
帖
」
と
題
簽
を
記
し
て
い
る
（
図
１
）。
署
名
・
落
款
は
そ
れ
ぞ
れ
「
天
囚
彦
署
﹇
天
囚
（
陽
刻
）﹈」、

「
邨
彦
署
名
﹇
天
囚
（
陰
刻
）﹈」、「
天
囚
生
署
﹇
彦
（
陽
刻
）﹈」
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
念
の
た
め
に
そ
の
天
囚
の
題
辞
（
図
２
）
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
以
下
、
天
囚
の
原
文
、
筆
者
に
よ
る
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
語
注
の
順
に

掲
げ
る
。
原
文
に
句
読
点
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
付
け
て
い
る
。

（
原
文
）

論
畫
者
、
輒
謂
不
讀
萬
卷
書
、
不
行
萬
里
路
、
無
以
作
畫
。
然
讀
萬
巻
不
易
、
行
萬
里
亦
難
。
三
品
之
所
以
稀
覯
也
。
御
船
君
綱
手
善
畫
。
明
治
庚
戌
春
、
入
我

朝
日
新
聞
世
界
一
周
會
、
歴
游
歐
米
諸
國
、
行
海
陸
二
萬
餘
里
。
徧
覽
寰
球
諸
名
勝
、
歸
而
畫
斯
帖
。
山
之
崔
嵬
、
水
之
浩
蕩
、
園
囿
樓
閣
之
宏
壮
偉
麗
、
以
至

一
邱
一
壑
之
奇
絶
天
下
者
、
皆
成
于
足
蹈
目
睹
之
餘
、
描
写
迫
真
、
若
有
冥
助
者
、
畫
人
之
不
可
不
行
萬
里
、
於
斯
有
験
焉
。
君
春
秋
猶
富
積
以
讀
書
之
効
、
則

其
駸
々
以
進
、
果
何
如
也
。
此
行
予
亦
與
君
同
游
。
故
來
請
題
其
首
。
予
展
觀
一
過
、
回
想
當
日
、
乘
風
破
浪
之
樂
、
歐
山
米
水
、
歴
々
在
目
。
雲
烟
飛
動
于
几

席
、
不
覺
身
在
蓬
蓽
之
下
也
。
乃
題
數
語
以
還
之
。
大
正
三
年
六
月
初
一
、
浪
華
艸
不
徐
軒
雨
窓
之
下
、
天
囚
西
村
時
彦
。

（
書
き
下
し
文
）

画
を
論
ず
る
者
、
輒す
な
わち
万
巻
の
書
を
読
ま
ず
万
里
の
路み
ち

を
行
か
ず
し
て
、
以
て
画
を
作
る
無
か
れ
と
謂い

う
。
然し
か

れ
ど
も
万
巻
を
読
む
は
易や
す

か
ら
ず
、
万
里
を
行
く

も
亦ま

た
難か
た

し
。
三さ
ん

品ぴ
ん

の
奇き

覯こ
う

た
る
所ゆ
え
ん以
な
り
。
御
船
君
綱
手
、
画
を
善よ

く
す
。
明
治
庚こ
う

戌じ
ゅ
つ

春
、
我
が
朝
日
新
聞
世
界
一
周
会
に
入
り
、
欧
米
諸
国
を
歴
游
し
、

海
陸
二
万
余
里
を
行
く
。
寰か
ん

球き
ゅ
うの
諸
名
勝
を
徧へ
ん

覧ら
ん

し
、
帰
り
て
斯こ

の
帖
を
画え
が

く
。
山
の
崔さ
い

嵬か
い

、
水
の
浩こ
う

蕩と
う

、
園え
ん

囿ゆ
う

楼ろ
う

閣か
く

の
宏こ
う

壮そ
う

偉い

麗れ
い

、
以
て
一い
ち

邱き
ゅ
う

一い
ち

壑が
く

の
天
下

に
奇き

絶ぜ
つ

た
る
者
に
至
る
ま
で
、
皆
足そ
く

蹈と
う

目も
く

睹と

の
余
に
成
り
、
描
び
ょ
う

写し
ゃ

真
に
迫
る
は
、
冥め
い

助じ
ょ

有
る
者
の
若ご
と

く
、
画が

人じ
ん

の
万
里
を
行
か
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
、
斯こ
こ

に
於
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い
て
験げ
ん

有
り
。
君
、
春
秋
猶な

お
富ふ

積せ
き

す
る
に
読
書
の
効
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
其
れ
駸し
ん

駸し
ん

と
し
て
以
て
進
む
こ
と
、
果
た
し
て
何い
か
ん如
。
此
の
行
、
予
も
亦
た
君
と

同ど
う

游ゆ
う

す
。
故
に
来
た
り
て
其
の
首
に
題
せ
ん
こ
と
を
請こ

う
。
予
、
展
観
す
る
こ
と
一い
っ

過か

、
当
日
を
回
想
し
、
風
に
乗
り
浪
を
破
る
の
楽
し
み
、
欧
山
米
水
、
歴
歴

と
し
て
目
に
在
り
。
雲う
ん

烟え
ん

几き

席せ
き

に
飛
動
し
、
身
蓬ほ
う

蓽ひ
つ

の
下
に
在
る
を
覚
え
ざ
る
な
り
。
乃
ち
数
語
を
題
し
て
以
て
之
を
還か
え

す
。
大
正
三
年
六
月
初
一
、
浪な
に
わ華
艸そ
う

不ふ

除じ
ょ

軒け
ん

両り
ょ
う

窓そ
う

の
下
、
天
囚
西
村
時
彦　
﹇
紫
駿
﹈（
陰
刻
）﹇
天
囚
居
士
﹈（
陽
刻
）

（
現
代
語
訳
）

画
を
論
ず
る
者
は
、
み
な
必
ず
「
万
巻
の
書
を
読
ま
ず
万
里
の
道
を
行
か
な
け
れ
ば
、
画
を
作
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
。
し
か
し
、
万
巻
の
書
を
読
む
の
は

容
易
で
は
な
く
、ま
た
万
里
の
道
を
行
く
の
も
困
難
だ
。
三
品
の
絵
が
極
め
て
稀
な
の
は
こ
れ
に
よ
る
。
御
船
綱
手
君
は
絵
を
得
意
と
し
て
い
る
。
明
治
庚
戌（
四

十
三
年
）
の
春
、
わ
が
朝
日
新
聞
世
界
一
周
会
に
入
り
、
欧
米
諸
国
を
歴
遊
し
、
海
陸
二
万
余
里
を
旅
し
た
。
世
界
の
諸
々
の
名
勝
を
あ
ま
ね
く
観
覧
し
、
帰
国

し
て
か
ら
こ
の
画
帖
を
描
い
た
。
高
く
険
し
い
山
々
、
広
々
と
し
た
川
や
湖
、
広
大
で
佳
麗
な
庭
園
楼
閣
か
ら
天
下
に
奇
絶
た
る
（
優
れ
て
珍
し
い
）
丘
や
谷
に

至
る
ま
で
、
み
な
足
で
蹈ふ

み
目
で
睹み

た
末
に
成
っ
た
も
の
。
そ
の
描
写
が
真
に
迫
っ
て
い
る
の
は
、
ま
る
で
冥
助
（
神
仏
の
手
助
け
）
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
だ
。

画
家
が
万
里
の
道
を
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
こ
こ
に
そ
の
証
し
が
あ
る
。
君
が
さ
ら
に
年
々
読
書
の
効
果
を
積
み
増
し
て
行
け
ば
、

さ
ら
に
進
む
こ
と
い
か
ば
か
り
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
旅
行
に
、
私
も
君
と
同
游
し
た
。
そ
こ
で
画
帖
の
冒
頭
に
題
す
る
こ
と
を
求
め
に
や
っ
て
き
た
。
絵
を
拡
げ

て
目
を
通
す
と
、
当
日
が
回
想
さ
れ
、
風
に
乗
り
波
を
破
っ
た
楽
し
み
と
、
欧
米
の
山
水
と
が
あ
り
あ
り
と
目
に
浮
か
ぶ
。
筆
跡
が
躍
動
し
て
い
て
蓬
蓽
（
粗
末

な
住
ま
い
）
の
中
に
い
る
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
数
語
を
題
し
て
返
し
た
の
で
あ
る
。　

大
正
三
年
六
月
一
日
、
浪
華
艸
不
除
軒
両
窓
の
下
、
天

囚
西
村
時
彦

（
語
注
）

①
不
讀
萬
巻
書
不
行
萬
里
路
…
…
明
・
董
其
昌
『
画
禅
室
随
筆
』
巻
二
の
「
畫
訣
」
に
「
讀
萬
卷
書
、
行
萬
里
路
、
胸
中
脫
去
塵
濁
、
自
然
丘
壑
內
營
、
立
成
鄄

鄂
。
隨
手
寫
出
、
皆
為
山
水
傳
神
矣
（
万
巻
の
書
を
読
み
、
万
里
の
路
を
行
き
、
胸
中
よ
り
塵
濁
を
脱
去
す
れ
ば
、
自
然
丘
壑
内
に
営
ま
れ
、
鄞
鄂
を
立
成
す
。

手
に
随
い
て
写
出
す
れ
ば
、
皆
山
水
の
伝
神
を
為
す
）」
と
あ
り
、
同
「
畫
源
」
に
「
不
行
萬
里
路
、
不
讀
萬
卷
書
、
欲
作
畫
祖
、
其
可
得
乎
（
万
里
の
路
を
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行
か
ず
、
万
巻
の
書
を
読
ま
ざ
れ
ば
、
画
祖
と
作な

ら
ん
と
欲
す
る
も
、
其
れ
得
べ
け
ん
や
）」
と
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
江
戸
時
代
の
田
能
村
竹
田
『
山
中
人

饒
舌
』
も
、「
董
玄
宰
（
其
昌
）
曰
」
と
し
て
こ
の
「
畫
源
」
の
語
を
引
き
、「
万
巻
の
書
を
読
み
万
里
の
路
を
行
く
」
こ
と
を
名
画
の
必
須
の
条
件
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
天
囚
よ
り
二
十
八
歳
の
年
長
と
な
る
富
岡
鉄
斎
も
こ
の
董
其
昌
の
語
に
基
づ
く
「
讀
萬
巻
書
行
萬
里
路
」
と
刻
ん
だ
印
を
使
用
し
、
自
身
全
国
を

旅
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
天
囚
は
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
冒
頭
に
「
画
を
論
ず
る
者
、
輒
ち
…
…
」
と
述
べ
た
と
思
わ
れ
る
。「
輒
」
は
同
じ
「
す

な
わ
ち
」
で
も
「
即
」「
則
」「
乃
」
な
ど
と
は
異
な
り
、
多
く
の
論
者
は
必
ず
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
画
論
で
は
な
い
が
、
宋
代
の
黄
希
・

黄
鶴
『
補
注
杜
詩
』
の
原
序
に
「
不
行
一
萬
里
、
不
讀
萬
巻
書
、
不
可
以
觀
杜
詩
」
と
あ
り
、
杜
甫
の
山
水
詩
の
神
髄
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
一
万
里
を
行

き
、
万
巻
の
書
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
類
似
表
現
も
古
く
か
ら
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

②
三
品
…
…
中
国
画
論
に
お
け
る
優
れ
た
作
品
の
三
段
階
の
評
語
。
神
品
、
妙
品
、
能
品
の
三
つ
か
ら
成
る
。
元
・
夏
文
彦
の
『
図
絵
宝
鑑
』
に
、「
三
品
、
氣

韻
生
動
、
出
於
天
成
、
人
莫
窺
其
巧
者
、
謂
之
神
品
。
筆
墨
超
絶
、
傳
染
得
宜
、
意
趣
有
餘
者
、
謂
之
妙
品
。
得
其
形
似
、
而
不
失
規
矩
者
、
謂
之
能
品
」
と

見
え
る
。

③
明
治
庚
戌
…
…
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）。
第
二
回
世
界
一
周
会
は
、
同
年
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
欧
米
を
周
遊
し
た
。

④
歐
山
米
水
…
…
「
欧
米
の
山
水
」
の
互ご

文ぶ
ん

。
互
文
に
つ
い
て
は
後
述
。

⑤
雲
烟
飛
動
于
几
席
…
…
「
雲
煙
」
は
雲
と
烟
。「
几
席
」
は
肘
掛
け
と
敷
物
。「
雲
烟
飛
動
」
は
筆
勢
の
躍
動
す
る
さ
ま
。
杜
甫
「
飲
中
八
仙
歌
」
に
「
揮
毫
落

紙
、
如
雲
煙
」、
南
宋
・
范
成
大
の
随
筆
『
呉
船
録
』
巻
上
に
「
筆
勢
揮
掃
、
雲
烟
飛
動
」
と
あ
る
。
直
後
の
「
不
覺
身
在
蓬
蓽
之
下
」
と
呼
応
し
、
絵
の
筆

勢
の
素
晴
ら
し
さ
に
、
家
の
中
や
書
斎
の
机
の
前
に
い
る
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
。

⑥
艸
不
除
軒
…
…
西
村
天
囚
の
別
号
。
北
宋
の
周し
ゅ
う

敦と
ん

頤い

は
天
地
自
然
の
ま
ま
を
好
み
、
窓
の
前
の
草
を
刈
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。『
二
程
遺
書
』
巻
三
に
、「
周

茂
叔
窗
前
草
不
除
去
」
と
見
え
る
（
茂
叔
は
字
）。
天
囚
も
こ
の
故
事
に
ち
な
み
、
大
阪
松
ヶ
枝
町
の
自
宅
を
そ
う
呼
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
自
宅
を
意
味

す
る
と
い
う
点
で
は
直
前
の
「
蓬
蓽
」
と
同
じ
で
あ
る
。
種
子
島
西
村
家
の
天
囚
旧
蔵
印
の
中
に
、「
草
不
除
軒
」
と
い
う
陽
刻
の
石
印
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
題
辞
の
署
名
に
よ
り
「
草
（
艸
）
不
除
軒
」
が
天
囚
の
別
号
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た（

４
）。

　

こ
の
題
辞
に
よ
り
、
天
囚
が
御
船
綱
手
か
ら
依
頼
さ
れ
て
題
簽
と
題
辞
を
書
い
た
こ
と
、
そ
の
日
付
を
大
正
三
年
六
月
一
日
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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一
方
、
御
船
綱
手
は
こ
の
画
帖
を
収
め
る
桐
箱
に
「
大
正
癸
丑
夏
」
と
自
筆
し
て
い
た
。「
大
正
癸
丑
」
は
大
正
二
年
で
あ
り
、
こ
の
前
年
で
あ
る
。
両
者
の

関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

事
情
を
さ
ら
に
複
雑
に
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は
、
天
囚
の
草
稿
が
も
う
一
つ
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
碩せ
き

園え
ん

先
生
文
集
』
に
翻
刻
収
録
さ

れ
た
題
辞
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
欧
山
米
水
帖
題
語　

甲
寅
五
月
」
と
題
し
て
、
ほ
ぼ
同
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

天
囚
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
十
二
年
後
の
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
は
天
囚
の
遺
稿
を
編
集
翻
刻
し
、『
碩
園
先
生
遺
集
』
線
装
本

全
五
冊
と
し
て
刊
行
す
る
。
当
該
の
「
題
語
」
は
そ
の
中
の
『
碩
園
先
生
文
集
』
巻
一
所
収
で
あ
る
（
碩
園
は
天
囚
の
別
号
）。
と
こ
ろ
が
、表
題
に
「
甲
寅
（
大

正
三
年
）
五
月
」
と
あ
り
、
天
囚
が
こ
の
題
辞
で
記
し
て
い
る
「
大
正
三
年
六
月
」
と
は
一
ヶ
月
の
差
が
あ
る
。
ま
た
、
詳
細
の
検
討
は
省
略
す
る
が
、
こ
の
画

帖
に
記
さ
れ
た
漢
文
と
『
文
集
』
所
載
の
漢
文
に
は
若
干
の
相
違
が
あ
る（

５
）。

　

こ
れ
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
の
は
、
天
囚
が
郷
里
種
子
島
か
ら
の
依
頼
に
よ
っ
て
撰
文
し
た
「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
文
」
で
あ
る
。
こ
の
漢
文
も
『
文
集
』
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
の
現
地
調
査
で
、
西
之
表
市
の
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
通
称
鉄
砲

館
）
に
二
種
類
の
草
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
種
子
島
南
端
の
門か
ど

倉く
ら

岬み
さ
き

に
立
つ
石
碑
の
碑
文
と
、『
文
集
』
所
収
の
漢
文
と
、
種
子
島

で
発
見
さ
れ
た
二
種
の
草
稿
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
天
囚
が
何
度
も
草
稿
に
手
を
入
れ
な
が
ら
決
定
稿
に
近
づ
い
て
い
っ
た
こ
と
、『
文
集
』
所
収
の
漢
文
は
、

決
定
稿
と
は
な
お
若
干
の
相
違
が
あ
り
、
完
成
直
前
の
一
つ
の
草
稿
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
判
明
し
た（

６
）。

　

こ
う
し
た
天
囚
の
草
稿
の
形
成
過
程
を
参
考
に
す
る
と
、
こ
の
「
欧
山
米
水
帖
」
の
題
辞
に
つ
い
て
も
、
天
囚
は
御
船
綱
手
か
ら
依
頼
を
受
け
て
執
筆
に
取
り

組
ん
だ
が
、
や
は
り
何
度
か
草
稿
に
手
を
加
え
つ
つ
完
成
に
近
づ
い
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
『
文
集
』
所
収
の
も
の
は
、
大
正
三
年
五

月
に
一
旦
完
成
し
た
草
稿
で
あ
り
、
懐
徳
堂
記
念
会
は
『
碩
園
先
生
文
集
』
を
編
集
す
る
際
、
懐
徳
堂
記
念
会
ま
た
は
西
村
家
に
残
さ
れ
て
い
た
そ
の
草
稿
を
基

に
翻
刻
収
録
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
実
際
に
は
、
天
囚
は
さ
ら
に
若
干
手
を
加
え
て
完
成
さ
せ
た
決
定
稿
を
御
船
綱
手
に
送
り
、
そ
れ
が
画
帖
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
。
懐
徳
堂
記
念
会
は
そ

の
こ
と
を
知
ら
ず
、
あ
る
い
は
充
分
確
認
し
な
か
っ
た
た
め
、
決
定
稿
と
『
文
集
』
所
収
の
漢
文
と
に
は
若
干
の
字
句
の
相
違
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
ま
た
、『
文
集
』
所
収
の
漢
文
は
「
乃
題
數
語
以
還
之
」
で
終
わ
っ
て
お
り
、
画
帖
題
辞
の
「
大
正
三
年
六
月
初
一
、
浪
華
艸
不
徐
軒
雨
窓
之
下
、
天
囚
西

村
時
彦
」
と
い
う
署
名
部
分
が
な
い
。
こ
の
こ
と
も
、『
文
集
』
版
が
最
終
稿
で
は
な
い
根
拠
と
な
ろ
う
。
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よ
っ
て
、
作
品
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
御
船
綱
手
は
明
治
四
十
三
年
七
月
に
帰
国
し
た
後
、
約
三
年
近
く

の
歳
月
を
か
け
て
七
十
二
枚
の
絵
を
描
き
上
げ
た
。
そ
れ
が
大
正
二
年
夏
で
あ
る
。
そ
の
後
、
世
界
一
周
会
に
同
行
し
た
西
村
天
囚
に
題
辞
を
依
頼
し
、
快
諾
し

た
天
囚
は
七
十
二
枚
の
絵
を
通
覧
し
て
草
稿
を
執
筆
し
、
大
正
三
年
五
月
に
一
旦
草
稿
が
で
き
あ
が
っ
た
。
こ
れ
が
『
文
集
』
版
の
「
題
語
」
で
あ
る
。
た
だ
天

囚
は
そ
の
後
さ
ら
に
手
を
加
え
、
最
終
的
に
は
そ
の
翌
月
に
自
筆
署
名
し
た
上
で
、
決
定
版
と
題
簽
を
御
船
綱
手
に
送
っ
た
。
御
船
は
、
そ
の
題
簽
と
題
辞
を
画

帖
に
貼
り
付
け
て
、
こ
れ
を
収
め
る
箱
に
自
ら
揮
毫
し
た
。
た
だ
、
七
十
二
枚
の
絵
自
体
が
完
成
し
て
い
た
の
は
前
年
で
あ
っ
た
た
め
、「
大
正
癸
丑
夏
」
と
記

し
た
。
こ
の
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

次
に
、
作
品
名
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。「
欧
山
米
水
」
と
は
、
漢
文
の
語
法
の
一
つ
「
互
文
」
に
よ
る
語
で
あ
る
。
互
文
と
は
、

対
に
な
っ
た
二
つ
の
語
句
で
、
互
い
に
省
略
し
補
い
あ
っ
て
意
味
を
成
す
文
構
成
で
あ
る
。
例
え
ば
、
天
地
の
長
久
を
「
天
長
地
久
」（『
老
子
』
第
七
章
）
と
し
、

道
塗
（
み
ち
）
で
の
聴
説
（
耳
に
し
た
こ
と
を
す
ぐ
に
受
け
売
り
で
人
に
話
す
）
を
「
道
聴
塗
説
」（『
論
語
』
陽
貨
篇
）
と
す
る
な
ど
で
あ
る
。
現
代
語
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
「
天
変
地
異
」「
千
変
万
化
」
な
ど
も
、こ
の
互
文
に
よ
る
漢
語
で
あ
る
。
欧
米
の
山
水
を
「
欧
山
米
水
」
と
す
る
の
も
、漢
学
者
西
村
天
囚
に
と
っ

て
は
、
腑
に
落
ち
る
漢
語
表
現
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、「
欧
山
米
水
」
が
天
囚
の
新
た
な
造
語
だ
っ
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
こ
の
世
界
一
周
会
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
前
の
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）、

百
五
十
日
余
り
で
欧
米
旅
行
を
敢
行
し
た
文
筆
家
・
編
集
者
の
大
橋
又
太
郎
（
号
は
乙お
と

羽わ

）
は
、
そ
の
紀
行
を
『
欧
山
米
水
』
と
命
名
し
て
刊
行
し
た
。
版
元
は

大
橋
の
勤
務
す
る
博は
く

文ぶ
ん

館か
ん

。
題
字
を
書
い
た
の
は
、
博
文
館
の
社
名
の
由
来
と
も
な
っ
て
い
る
伊
藤
博
文
、
扉
画
は
中な
か

村む
ら

不ふ

折せ
つ

、
冒
頭
の
木
版
画
二
枚
は
日
本
画

家
の
橋は
し

本も
と

雅が

邦ほ
う

と
寺て
ら

崎さ
き

広こ
う

業ぎ
ょ
う、
続
く
雪
の
金
閣
寺
の
写
真
は
パ
リ
万
博
で
受
賞
し
た
光み
つ

村む
ら

利と
し

藻も

、
と
い
う
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
。
表
紙
の
装
飾
も
見
事
で
、

本
の
天
（
あ
た
ま
）
に
は
金
箔
を
押
す
、
い
わ
ゆ
る
「
天て
ん

金き
ん

」
が
施
さ
れ
た
。

　

内
容
は
、
三
月
三
十
一
日
に
日
本
郵
船
会
社
の
河
内
丸
六
千
ト
ン
に
乗
っ
て
横
浜
を
出
航
し
、
神
戸
、
香
港
か
ら
、
イ
ン
ド
洋
、
紅
海
、
地
中
海
を
経
て
、
フ

ラ
ン
ス
に
至
り
、
ち
ょ
う
ど
開
催
中
の
パ
リ
万
博
を
見
学
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
大
橋
は
こ
の
続
編
と
し
て
、「
欧
大
陸
の
巻
」「
英
米
の
巻
」
を
企
画
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
翌
年
、
大
橋
が
三
十
三
歳
と
い
う
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
（
７
）

　

ま
た
、
明
治
四
十
三
年
七
月
十
八
日
、
天
囚
た
ち
一
行
の
帰
国
を
迎
え
た
敦
賀
の
喜
多
村
謙
吉
町
長
は
、
そ
の
歓
迎
の
辞
の
中
で
、
一
周
会
の
壮
挙
を
「
欧
山

米
水
を
跋ば
っ

渉し
ょ
う

し
、
天
下
の
名
都
を
周
覧
し
、
奇
勝
を
探
り
、
絶
を
訪と

い
」
と
述
べ
て
い
る
。「
欧
山
米
水
」
は
当
時
す
で
に
定
着
し
て
い
た
表
現
で
は
な
か
っ
た
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か
と
推
測
さ
れ
る
。
大
橋
の
『
欧
山
米
水
』
は
、
日
本
か
ら
パ
リ
に
至
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
天
囚
は
こ
の
世
界
一
周
会
こ
そ
、「
欧
山
米
水
」
と
名
乗
る
に
ふ

さ
わ
し
い
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

も
っ
と
も
、
別
の
可
能
性
も
一
応
考
え
ら
れ
る
。
御
船
綱
手
が
「
世
界
周
遊
実
写　

欧
山
米
水
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
先
に
決
め
て
い
て
、
そ
れ
を
基
に
天
囚

が
題
辞
を
書
い
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
う
す
る
と
、
天
囚
は
な
ぜ
「
世
界
周
遊
実
写
」
と
い
う
言
葉
を
、
題
辞
や
題
簽
に
織
り
込
ま
な
か
っ
た
の

か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
完
成
一
ヶ
月
前
の
草
稿
と
考
え
ら
れ
る
『
碩
園
先
生
文
集
』
所
載
の
漢
文
も
、そ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
欧
山
米
水
帖
題
語
」
と
な
っ

て
い
た
。

　

さ
ら
に
、「
欧
米
」
と
「
世
界
」
の
語
に
対
す
る
天
囚
の
ス
タ
ン
ス
も
参
考
に
な
ろ
う
。
朝
日
新
聞
社
は
こ
の
旅
行
を
「
世
界
一
周
会
」
と
命
名
し
た
。
た
だ

実
際
に
め
ぐ
っ
た
の
は
、
北
半
球
の
欧
米
諸
国
で
あ
り
、
南
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
三
大
陸
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
ア
ジ
ア
も
、
シ

ベ
リ
ア
横
断
鉄
道
で
一
部
通
過
し
た
の
み
で
、
イ
ン
ド
、
中
国
な
ど
の
諸
都
市
に
は
立
ち
寄
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
天
囚
は
そ
の
紀
行
を
『
欧
米
遊
覧

記
』
と
命
名
し
、「
世
界
一
周
」
と
は
言
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、「
欧
山
米
水
帖
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
天
囚
が
付
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
御
船
綱
手
が
そ
れ
に
基
づ
き
、
画
帖

を
収
め
る
箱
に
自
ら
の
思
い
を
込
め
て
「
世
界
周
遊
実
写　

欧
山
米
水
」
と
墨
書
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

美
術
品
の
完
成
を
い
つ
と
す
る
か
、
作
品
名
を
ど
う
認
定
す
る
か
は
難
し
い
問
題
か
と
も
思
わ
れ
、
美
術
史
に
疎
い
筆
者
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
何
と
も
言

え
な
い
が
、
画
帖
と
し
て
の
完
成
時
期
は
、
天
囚
の
題
辞
と
題
簽
が
備
わ
っ
た
大
正
三
年
六
月
と
し
て
お
く
の
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
、
絵
画
に
お
け
る
「
真
実
」
と
は

　

そ
れ
で
は
、「
実
写
」
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
天
囚
は
題
辞
で
「
描
写
、
真
に
迫
る
」「
欧
山
米
水
、
歴
々
と
し
て
目
に
在
り
」
と
賛
辞
を

送
っ
て
は
い
る
が
、「
実
写
」
と
は
表
現
し
て
い
な
い
。「
実
写
」
の
二
字
は
御
船
綱
手
自
身
の
表
現
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
天
囚
が
「
欧
米
諸
国
を
歴
游
し
、

海
陸
二
万
余
里
を
行
く
」「
足
蹈
目
睹
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
御
船
綱
手
が
欧
米
を
そ
の
足
で
め
ぐ
り
そ
の
目
で
見
た
も
の
を
描
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
た
だ
、
先
に
検
証
し
た
通
り
、
時
系
列
か
ら
外
れ
て
い
た
り
、
季
節
が
合
わ
な
か
っ
た
り
す
る
絵
も
あ
っ
た
。
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ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
御
船
が
立
ち
寄
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
天
囚
の
『
欧
米
遊
覧
記
』
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
参
加

者
に
は
自
由
行
動
日
も
あ
り
、
御
船
が
一
部
別
行
動
を
と
っ
た
こ
と
も
充
分
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
自
由
行
動
と
は
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
世
界
一
周
会
が
訪
問

し
た
諸
都
市
の
近
郊
に
限
ら
れ
て
お
り
、
宿
泊
を
伴
っ
て
他
国
へ
行
く
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
の
別
行
動
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
旅
行
に
参
加
し
た
吉
村
銀
次

郎
は
、
世
界
一
周
会
に
関
す
る
著
書
と
日
記
を
残
し
て
い
て
、
そ
こ
に
極
め
て
興
味
深
い
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

吉
村
銀
次
郎
は
東
京
市
会
議
員
と
し
て
参
加
し
、
帰
国
の
五
ヶ
月
後
に
あ
た
る
明
治
四
十
三
年
十
二
月
八
日
付
け
で
、『
欧
米
市し

政せ
い

小し
ょ
う

観か
ん

』（
昭
文
堂
書
店
、

一
九
一
〇
年
）
と
い
う
本
を
刊
行
し
て
い
る
。
本
文
は
約
七
十
頁
、
続
い
て
「
日
記
」
五
十
六
頁
が
附
録
さ
れ
て
い
る
。
小
冊
子
で
は
あ
る
が
、
天
囚
の
紀
行
と

は
か
な
り
異
質
な
内
容
と
な
っ
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
は
ま
ず
、
世
界
一
周
会
に
参
加
し
た
動
機
と
し
て
、「
東
京
市
会
議
員
と
し
て
の
職
責
」
を
全
う
し
、
今
や
「
世
界
の
一
等
国
と
な
っ
た
日
本
の
帝
都
」

（
東
京
）
の
た
め
に
欧
米
各
市
の
行
政
を
観
察
す
る
旨
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
明
確
な
行
政
視
察
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
の
た
め
本
文
も
、「
市
行
政
機
関
の
組
織
」
か
ら
始
ま
り
、欧
米
各
市
の
「
道
路
」「
交
通
機
関
」「
上
水
」「
下
水
」「
電
気
事
業
」「
瓦ガ

斯ス

事
業
」、さ
ら
に
「
家

屋
と
其
の
保
証
」「
公
衆
衛
生
設
備
」
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

吉
村
の
観
察
は
、
行
政
関
係
者
の
視
点
か
ら
詳
細
を
極
め
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
は
じ
め
の
「
市
行
政
機
関
の
組
織
」
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
市
の
行
政
が
道
路
・

橋
梁
・
教
育
・
警
察
・
図
書
館
な
ど
こ
と
ご
と
く
委
員
制
度
で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
パ
リ
市
で
は
、
市
会
議
員
は
同
時
に
府
会

議
員
を
兼
ね
る
こ
と
、
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
市
の
要
職
に
は
学
術
技
芸
を
修
め
た
者
を
任
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
る
。

　

ま
た
、上
水
や
電
力
に
つ
い
て
も
大
い
に
注
目
し
て
い
る
。
シ
カ
ゴ
の
水
質
が
悪
い
点
に
つ
い
て
天
囚
も
『
欧
米
遊
覧
記
』
で
同
様
の
感
想
を
述
べ
て
い
た
が
、

吉
村
の
観
察
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
上
水
は
市
民
の
衛
生
・
健
康
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
市
の
重
要
な
財
源
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

　

関
連
し
て
「
電
気
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
を
と
り
あ
げ
る
。
一
周
会
の
会
員
た
ち
が
、
そ
の
壮
大
な
瀑
布
に
賛
辞
を
送
っ
て
い
た
の
に
対
し

て
、
吉
村
は
、
そ
の
自
然
景
観
よ
り
は
ナ
イ
ア
ガ
ラ
水
力
発
電
所
に
注
目
し
た
。
こ
う
し
た
水
資
源
が
大
規
模
な
電
気
事
業
に
な
り
、
市
の
財
政
に
寄
与
す
る
と

の
観
察
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
水
力
電
気
事
業
を
国
是
と
し
て
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
が
、
旅
程
上
、
こ
れ
ら
を
視
察
で
き
な
か
っ

た
の
は
遺
憾
で
あ
る
と
附
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
日
記
」
を
見
て
も
、
吉
村
は
、
パ
リ
か
ら
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
経
由
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
入
り
、
そ
の
後
、
ロ

シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
直
行
し
て
い
る
。
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こ
の
吉
村
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
世
界
一
周
会
は
北
欧
方
面
に
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
渡
る
よ
う
な
別
働
隊

が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
水
力
電
気
事
業
に
関
心
の
あ
っ
た
吉
村
が
同
行
し
な
い
訳
は
な
い
。

　

加
え
て
、
別
行
動
で
他
国
に
行
く
場
合
、
税
関
通
過
や
切
符
、
宿
泊
、
言
葉
は
ど
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
出
発
前
の
三
月
二
十
八
日
付
け
朝
日
新
聞
紙
面
に

は
、
関
係
各
国
の
大
使
に
対
す
る
謝
辞
が
掲
載
さ
れ
た
。
一
周
会
が
訪
問
す
る
諸
国
に
つ
い
て
は
、
税
関
通
過
や
観
光
の
便
宜
を
図
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
と
な
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
世
界
一
周
会
が
日
英
博
覧
会
視
察
を
一
つ
の
目
玉
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
な
ど
訪
問
が
予
定
さ
れ
て
い
た
各
国
の
大
使
に
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

名
は
見
え
な
い
。
は
た
し
て
税
関
通
過
は
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
切
符
や
ホ
テ
ル
の
手
配
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
ガ
イ
ド
は
調
達
で
き
た
の
か
。
こ
う
し

た
様
々
な
疑
問
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

先
に
、
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
絵
は
、
世
界
一
周
会
の
全
容
を
知
る
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
推
測
し
て
み
た
。
今
後
も
し
御
船

の
「
日
記
」
類
が
発
見
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
ま
っ
た
く
別
の
可
能
性
と
し
て
、
そ
も
そ

も
御
船
が
こ
こ
に
は
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
多
く
の
雪
景
色
の
絵
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
も
し
そ
う
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
、「
欧
山
米
水
帖
」
の
価
値
と
は
全
く
別
次
元
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
天
囚
が
「
欧
山
米
水
、
歴
々
と
し

て
目
に
在
り
」
と
感
動
す
る
通
り
、
御
船
綱
手
の
絵
は
、
心
に
写
っ
た
真
実
を
描
い
た
も
の
に
違
い
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
、
カ
メ
ラ
の
「
写
真
」
と
の
大
き
な
違

い
が
あ
る
だ
ろ
う
。
写
真
と
は
、
真
実
を
写
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
心
に
写
っ
た
真
実
で
は
な
い
も
の
、
他
者
に
伝
え
た
い
感
動
と
は
異
な
る

も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
絵
画
は
、
そ
れ
を
描
く
人
の
力
量
に
も
よ
る
が
、
ま
さ
に
心
に
写
っ
た
真
実
や
感
動
を
残
す
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
こ
そ
絵
画
の
「
写
実
」
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ
か
ら
御
船
は
、
天
囚
が
題
辞
に
記
し
た
「
欧
山
米
水
」
と
い
う
画
題
に
、
自
ら
万
感
の
思
い
を

込
め
て
「
世
界
周
遊
実
写
」
と
添
え
書
き
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

江
戸
時
代
の
画
家
田
能
村
竹
田
も
、
そ
の
画
論
『
山
中
人
饒
舌
』
で
、「
形
似
稍
易
、
伝
神
甚
難
」
と
述
べ
て
い
る
。
単
に
外
観
を
ま
ね
る
の
は
易
し
い
が
、

精
神
を
伝
え
る
の
は
難
し
い
と
い
う
意
味
で
、
心
を
写
す
の
が
真
の
画
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

仮
に
、
七
十
二
枚
の
中
に
、
実
際
に
は
立
ち
寄
っ
て
い
な
い
場
所
の
絵
や
季
節
の
違
う
絵
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
、「
欧
山
米
水
帖
」
は
紛
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れ
も
な
く
、
こ
の
世
界
一
周
会
を
通
し
て
御
船
綱
手
の
心
に
写
っ
た
真
実
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
画
帖
は
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）、
倉
敷
市
立
美
術
館
が
購
入
し
、
同
館
所
蔵
品
と
な
っ
た
。
世
界
一
周
会
の
記
憶
は
、
御
船
の
郷
里
倉
敷
に
も
残
さ
れ

て
い
る
。

注（
１
）	

拙
稿
「
西
洋
近
代
文
明
と
向
き
合
っ
た
漢
学
者
─
西
村
天
囚
の
「
世
界
一
周
会
」
参
加
─
」（『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
六
十
巻
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
２
）	

湖
北
省
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
『
湖
北
省
志 

人
物
（
下
）』（
湖
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
徐
友
春
主
編
『
民
国
人
物
大
辞
典
』（
河
北
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
３
）	

西
村
天
囚
を
中
心
と
す
る
当
時
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
西
村
天
囚
の
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
─
種
子
島
西
村
家
所
蔵
資
料
を
中
心
と
し
て
─
」（『
懐
徳
』

第
八
十
七
号
、
二
〇
一
九
年
）
参
照
。
東
洋
学
者
の
石
濱
純
太
郎
か
ら
漢
文
の
添
削
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
石
濱
純
太
郎
・
石
濱
恒
夫
と
懐
徳
堂
」

（『
東
西
学
術
研
究
と
文
化
交
渉
─
石
濱
純
太
郎
没
後
五
十
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
─
』、
二
〇
一
九
年
）
参
照
。
郷
里
の
種
子
島
か
ら
撰
文
を
依
頼
さ
れ

た
鉄
砲
伝
来
の
碑
文
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
文
の
成
立
」（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
『
国
語
教
育
論
叢
』
第
二
十
七
号
、
二
〇
二
〇
年
）
参
照
。

（
４
）	

種
子
島
の
西
村
家
に
残
さ
れ
て
い
た
天
囚
旧
蔵
印
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、拙
稿「
小
宇
宙
に
込
め
た
天
囚
の
思
い
─
種
子
島
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
旧
蔵
印
に
つ
い
て
─
」

（『
懐
徳
堂
研
究
』
第
十
二
号
、
二
〇
二
一
年
）
参
照
。

（
５
）	

例
え
ば
、「
御
船
君
綱
手
善
畫
」
を
文
集
版
は
「
御
船
君
綱
手
奇
才
善
畫
」
に
作
り
、「
描
写
迫
真
」
を
「
描
寫
逼
眞
」
に
作
り
、「
以
至
一
邱
一
壑
之
奇
絶
天
下
者
」
を

「
以
至
一
邱
一
壑
之
微
凡
奇
絶
天
下
者
」
に
作
り
、「
此
行
予
亦
與
君
同
游
」
を
「
以
此
行
予
與
君
同
游
」
に
作
る
な
ど
の
相
違
が
あ
る
。
ま
た
、
文
末
の
「
大
正
三
年

六
月
初
一
、
浪
華
艸
不
徐
軒
雨
窓
之
下
、
天
囚
西
村
時
彦
」
を
文
集
版
は
す
べ
て
欠
い
て
い
る
。

（
６
）	

こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
注
（
３
）
前
掲
の
拙
稿
「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
文
の
成
立
」
参
照
。

（
７
）	

大
橋
に
は
、
こ
の
他
に
も
多
く
の
著
作
が
あ
る
が
、
紀
行
集
と
し
て
『
千
山
万
水
』（
博
文
館
、
一
八
九
九
年
）
が
あ
る
。
こ
の
「
千
山
万
水
」
も
互
文
で
あ
る
。
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【
附
記
】

・
本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
三
菱
財
団
二
〇
一
九
年
度
研
究
助
成
「「
天
声
人
語
」
の
名
づ
け
親
西
村
天
囚
の
見
た
近
代
日
本
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

・
御
船
綱
手
「
世
界
周
遊
実
写 

欧
山
米
水
帖
」
の
写
真
撮
影
な
ら
び
に
本
稿
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
倉
敷
市
立
美
術
館
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
際
、

同
館
の
佐
々
木
千
恵
学
芸
員
よ
り
懇
切
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

・
江
戸
時
代
以
来
の
画
論
や
富
岡
鉄
斎
の
印
に
つ
い
て
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
門
脇
む
つ
み
准
教
授
、
堺
市
博
物
館
の
宇
野
千
代
子
学
芸
係
長
よ
り
懇
切
な
ご

教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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02　布哇ホノルルダイヤモンドヘッド 01　布哇土人家屋

04　布哇ホノルルパリ 03　布哇ホノルル水田
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06　北米ヨセミテ渓 05　桑港ゴールデンゲート

08　北米ヨセミテ渓谷・瀑布 07　北米ヨセミテ渓
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10　北米コロンビヤ河 09　米国コロラド渓谷

12　ナイアガラ 11　カナダ山間
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14　ナイヤガラ 13　北米ナイヤガラ瀑布

16　米国シカゴ公園 15　ナイヤガラ瀑布
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18　米国シカゴミシガン湖畔 17　ネバダ山中

20　米国紐育セントパトリック寺院 19　華盛頓府国会議事堂
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22　英国国会議事堂 21　英国倫敦塔橋

24　英国テームス河畔グレートマロー旧市 23　英京テイムス河上流
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26　英国デルウェント湖 25　英国ウィンゾル宮殿

28　愛蘭土ケリーアッパー湖 27　英蘭オツクスフォールド近傍
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30　巴里ブーロン公園 29　佛国巴里市ショーモン公園

32　巴里市ボアドブーロン公園 31　巴里郊外ヴェルサイユム宮殿
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34　伊太利ローマコロシアム廃址 33　仏伊国境所見

36　伊太利羅馬近郊 35　伊太利ローマパラチノー丘廃址
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38　伊太利ヴェニス 37　伊太利ルガノ湖

40　伊太利ヴェニス 39　伊太利ヴェニス
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42　伊太利カプリ島 41　ベニス魚河岸

44　伊太利マヂオレー湖 43　伊太利ルガノ湖
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46　伊太利ナポリヴエスヴィヨ火山 45　伊太利カプリ青洞穴

48　伊太利チボリ瀑布 47　伊太利コモ湖
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50　瑞西ルセルン湖ウイルアムテル祠 49　瑞西マッテルホルン峯

52　瑞西ルセルン湖畔石門 51　瑞西スターブアーム瀑布
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54　瑞西フルヱレン街 53　瑞西ロームスダルスホーン山

56　瑞西ヤシ瀧 55　瑞西ユングフラウ峯
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58　瑞西アルプス残雪 57　瑞西ウエツテルホルン峯

60　瑞西ゼネーヴァ湖シヨン城址 59　瑞西ライン急湍
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62　独逸ポツダム離宮 61　独逸伯林ビクトリヤ公園

64　独逸ラインスタイン城 63　ライン河畔ドラフエンフェルス城
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西村天囚『歐米遊覽記』與御船綱手「歐山米水帖」

─明治四十三年「世界一周會」的眞實─

� 湯淺邦弘

　　明治43年（1910），在朝日新聞社主辦的第二次「世界一周會」上，作爲特派員參加旅

行的西村天囚陸續從當地發送回紀行文稿，並在歸歸國後立刻將其所撰文稿以『歐米遊覧記』爲

名加以刊行。而同樣也參加了此次旅行的日本畫家御船網手，則在所到之處致力于風景的素描。

歸歸國後，在此素描的基礎上完成了全三冊共72幅彩色畫的畫冊「歐山米水帖」。

　　筆者曾基於西村天囚的『歐米遊覧記』，介紹了此次「総五十七名，百四日間」的大規模

旅行的概要，對於漢學家西村天囚直面的歐美世界究竟是一個怎樣的世界，進行了基礎性的考

察（拙稿「西洋近代文明と向き合った漢學者─西村天囚の「世界一周會」參加─」（『大阪大

學大學院文學研究科紀要』第60巻巻，2020年）。

　　而在本稿中，則進一步結合了天囚的『歐米遊覧記』與御船綱手的畫冊「歐山米水帖」，

來探討世界一周會的實際狀況。

　　御船綱手的72幅繪畫，雖然基本上按照世界一周會的旅程，對當地的風景進行了描繪，

但是也有一部分內容，與旅行的時間順序不符，其所繪場所是否爲旅行團一行實際到訪之處，

尚無法通過『歐米遊覧記』加以確認。

　　世界一周會在４月至７月間巡遊了歐美諸國，而御船綱手的繪畫，雖整體上也是以水「青」

草「緑緑」爲基調，但也含有數幅全面雪景的繪畫。

　　御船綱手親自將此畫冊的標題起名爲「世界周遊實寫　歐山米水」，但是，其內容是否均

爲「寫實」，尚需愼重考慮。其中的部分內容，應該也包含了御船所印象中的風景，以及改變

了色彩，置換爲其他季節的風景。

　　但是，即便存在有並非寫實的內容，也完全無法影響「歐山米水帖」的價值。即使在72

幅繪畫當中，存在實際未到訪的場所以及不同季節的繪畫，包含這些繪畫在內的「歐山米水帖」

也毫無疑問地，表現了此次世界一周會折射在御船綱手心中的眞實。

　　平成４年（1992），倉敷市立美術館購入了該畫冊當作館中蔵蔵品。世界一周會的記憶，也

留在了御船的故鄉倉敷。




